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不
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取
締
役
の
民
事
責
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（
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─
─ 
法
令
遵
守
体
制
構
築
義
務
を
中
心
に 

─
─

南　
　
　

健　

悟

論
　
　
　
説

第
一
章　

日
本
法
に
お
け
る
問
題
点

　

序
文

　

第
一
節　

取
締
役
の
監
督
義
務
序
論
―
監
督
義
務
の
法
的
根
拠
と
法
令
遵
守
体
制
構
築
義
務

　

第
二
節　

本
稿
の
検
討
対
象
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第
三
節　

法
令
遵
守
体
制
構
築
義
務
に
関
す
る
裁
判
例
の
変
遷
と
法
制
度

　

第
四
節　

法
令
遵
守
体
制
構
築
義
務
を
め
ぐ
る
学
説

　

第
五
節　

本
稿
の
検
討
対
象
と
従
来
の
裁
判
例
・
立
法
・
学
説
に
お
け
る
議
論

　

第
六
節　

考
察
の
順
序�

（
以
上
、
六
一
巻
三
号
）

第
二
章　

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
取
締
役
の
法
令
遵
守
体
制
構
築
義
務
の
歴
史
的
展
開

　

第
一
節　

序
論
―
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
取
締
役
の
監
督
義
務

　

第
二
節　

Graham
 v. A

llis-Chalm
ers

事
件
判
決
―
法
令
遵
守
体
制
構
築
義
務
の
否
定

　

第
三
節　

内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
・
法
令
遵
守
体
制
に
関
す
る
議
論
の
展
開

　

第
四
節　

Carem
ark

事
件
判
決
―
法
令
遵
守
体
制
構
築
義
務
の
肯
定

　

第
五
節　

小
括

第
三
章　
「
誠
実
性
の
欠
如
」
の
意
義
―
取
締
役
の
誠
実
義
務
と
監
督
の
懈
怠

　

第
一
節　

取
締
役
の
信
認
義
務
の
動
揺

　

第
二
節　

取
締
役
の
誠
実
性
（Good Faith
）・
誠
実
義
務
（D

uty of Good Faith

）

　
　

第
一
款　

裁
判
例
の
展
開

　
　
　
（
一
）
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
最
高
裁
判
所
に
お
け
る
展
開

　
　
　
（
二
）
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
衡
平
法
裁
判
所
に
お
け
る
展
開�

（
以
上
、
六
一
巻
四
号
）

　
　
　
（
三
）D

isney

事
件
判
決

　
　
　
（
四
）Stone v. Ritter

事
件
判
決

　
　

第
二
款　

誠
実
性
・
誠
実
義
務
へ
の
着
目

　
　
　
（
一
）Sm

ith v. V
anGorkom

事
件
判
決
とD

GCL§
102 (b) (7)

の
制
定

　
　
　
（
二
）
企
業
不
祥
事
の
続
発
・
世
論
の
高
ま
り
・Sarbanes-O

xley
法
の
制
定

　
　

第
三
款　

誠
実
性
・
誠
実
義
務
に
対
す
る
学
説
上
の
評
価

　
　
　
（
一
）
意
図
的
な
法
令
違
反
が
誠
実
性
の
欠
如
と
す
る
見
解
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第
三
章　
「
誠
実
性
の
欠
如
」
の
意
義
―
取
締
役
の
誠
実
義
務
と
監
督
の
懈
怠

第
二
節　

取
締
役
の
誠
実
性
（Good Faith

）・
誠
実
義
務
（D

uty of Good Faith

）

第
一
款　

裁
判
例
の
展
開
（
承
前
）

（
三
）D

isney

事
件
判
決

　
　
　
（
二
）
取
締
役
の
主
観
的
動
機
を
問
題
と
す
る
見
解

　
　
　
（
三
）
主
に
構
造
的
バ
イ
ア
ス
（structual bias

）
と
関
係
す
る
概
念
で
あ
る
と
す
る
見
解

　
　
　
（
四
）
忠
実
義
務
の
下
位
要
素
で
あ
る
と
す
る
見
解

　
　
　
（
五
）
誠
実
義
務
は
注
意
義
務
と
忠
実
義
務
双
方
と
関
係
す
る
と
す
る
見
解

　
　
　
（
六
）
小
括

　

第
三
節　

取
締
役
の
監
督
義
務
と
忠
実
義
務

　
　

第
一
款　

監
督
義
務
違
反
を
忠
実
義
務
違
反
類
型
と
し
て
捉
え
る
べ
き
と
す
る
見
解

　
　

第
二
款　

忠
実
義
務
に
組
み
込
む
こ
と
に
よ
り
得
ら
れ
る
効
果
と
問
題
点

　

第
四
節　

小
括�

（
以
上
、
本
号
）

第
四
章　

Carem
ark

事
件
判
決
に
お
け
る
審
査
基
準
の
検
討

第
五
章　

Red-Flag

対
処
義
務

第
六
章　

日
本
法
へ
の
示
唆
と
検
討



論　　　説

北法61（5・4）1680

　

今
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
取
締
役
の
誠
実
性
・
誠
実
義
務
の
意
義
に
つ
い
て
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
最
高
裁
判
所
と
同
州
衡
平
法
裁
判
所

で
差
異
が
見
ら
れ
た
。
最
高
裁
判
所
は
、
誠
実
性
を
重
視
し
、
誠
実
義
務
と
い
う
独
立
し
た
信
認
義
務
で
あ
る
と
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
見
ら
れ

る
。
し
か
し
一
方
で
、
衡
平
法
裁
判
所
は
、
取
締
役
の
誠
実
性
に
重
き
を
置
い
て
お
ら
ず
、
誠
実
性
は
忠
実
義
務
の
一
要
素
と
し
て
捉
え
ら

れ
る
な
ど
、
独
立
し
た
信
認
義
務
を
構
成
し
な
い
と
の
方
向
が
見
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
次
に
見
る
一
連
のD

isney

事
件
判
決
に
よ
っ
て
、

取
締
役
の
誠
実
性
・
誠
実
義
務
に
つ
い
て
新
た
な
方
向
性
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

【In re W
alt D

isney Co. D
erivative Litigation

衡
平
法
裁
判
所
判（１
）決
】

　
（
事
実
の
概
要
）

　

Ｗ
社
は
、
ア
ニ
メ
映
画
製
作
等
を
事
業
と
す
る
会
社
で
あ
っ
た
が
、
一
九
九
四
年
にCO

O

だ
っ
た
Ｆ
が
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
事
故
に
よ
り
急

逝
し
、
直
後
にCEO

兼
取
締
役
会
議
長
だ
っ
た
Ｅ
が
心
臓
バ
イ
パ
ス
手
術
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
Ｅ
と
同
社
の
取
締
役
ら
は
後

継
者
を
選
ぶ
こ
と
に
し
た
。
そ
こ
で
、
Ｅ
は
そ
の
候
補
と
し
て
、
数
十
年
来
の
友
人
で
米
国
最
大
の
芸
能
事
務
所
の
創
設
者
の
一
人
で
あ

る
Ｏ
に
打
診
し
た
。
Ｏ
は
当
初
、
他
社
へ
の
移
籍
話
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
移
籍
話
が
な
く
な
っ
た
た
め
、
Ｏ
は
Ｗ
社
へ
の
移
籍
を
了
承
し

た
。
そ
こ
で
、
Ｏ
の
雇
用
契
約
に
つ
い
て
交
渉
が
進
め
ら
れ
、
一
度
草
案
（
契
約
期
間
は
五
年
間
、
二
回
の
オ
プ
シ
ョ
ン
が
付
い
て
お
り
、

一
回
目
の
オ
プ
シ
ョ
ン
は
三
年
目
、
四
年
目
、
五
年
目
に
同
じ
割
合
で
三
〇
〇
万
株
を
付
与
し
、
五
年
目
の
終
わ
り
に
オ
プ
シ
ョ
ン
の
価
値

が
五
〇
〇
〇
万
ド
ル
に
達
し
て
い
な
い
と
き
は
そ
の
差
額
を
埋
め
合
わ
せ
を
す
る
。
そ
の
他
、
Ｗ
社
が
Ｏ
の
重
過
失
又
は
不
正
行
為
に
よ

ら
ず
し
て
解
任
す
る
場
合
に
は
、「
責
任
な
き
退
任
」
と
し
、
残
り
の
報
酬
と
ま
だ
発
生
し
て
い
な
い
ボ
ー
ナ
ス
と
し
て
一
年
七
五
〇
万
ド

ル
、
一
回
目
の
オ
プ
シ
ョ
ン
を
付
与
し
、
二
回
目
の
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て
一
〇
〇
〇
万
ド
ル
を
現
金
で
支
払
う
こ
と
）
が
作
ら
れ
た
。
し
か

し
、
税
法
上
の
問
題
か
ら
、
契
約
内
容
の
修
正
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
内
容
と
は
、
五
〇
〇
〇
万
ド
ル
の
保
障
は
、（
ⅰ
）
Ｏ
の
雇
用
期
間
の

六
年
目
と
七
年
目
に
お
い
て
行
使
さ
れ
る
二
〇
〇
万
株
の
オ
プ
シ
ョ
ン
を
承
認
す
る
日
に
お
け
る
オ
プ
シ
ョ
ン
の
行
使
価
格
を
同
社
の
株
価
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の
一
一
五
％
か
ら
一
〇
〇
％
へ
と
下
げ
、（
ⅱ
）
も
し
、
Ｏ
の
雇
用
が
更
新
さ
れ
な
け
れ
ば
、
退
職
金
と
し
て
一
〇
〇
〇
万
ド
ル
を
支
払
う

こ
と
、（
ⅲ
）
五
年
の
延
長
時
の
更
新
オ
プ
シ
ョ
ン
の
変
更
、
年
間
一
二
五
万
ド
ル
の
報
酬
、
最
初
の
五
年
間
と
同
じ
ボ
ー
ナ
ス
の
構
造
、

三
〇
〇
万
株
の
追
加
的
オ
プ
シ
ョ
ン
の
付
与
で
あ
る
。
そ
の
後
、
Ｗ
社
の
報
酬
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
一
時
間
の
審
議
が
な
さ
れ
、
Ｏ
の
任

用
契
約
を
承
認
し
た
。
そ
し
て
、
取
締
役
会
が
開
催
さ
れ
、
次
期
社
長
と
し
て
Ｏ
を
選
定
す
る
こ
と
を
承
認
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
、
Ｏ
は
他
の
業
務
執
行
役
員
と
上
手
く
や
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
ず
、
社
長
を
退
任
す
る
よ
う
一
部
の
役
員
が
勧
告

し
た
。
結
局
、
Ｏ
は
「
責
任
な
き
退
任
」
と
し
て
扱
わ
れ
、
現
金
で
約
三
八
〇
〇
万
ド
ル
と
三
〇
〇
万
株
の
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
が
付
与

さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
以
上
の
支
払
に
つ
い
て
、
同
社
の
株
主
ら
が
取
締
役
の
責
任
を
追
及
す
る
訴
訟
を
提
起
し
た
。

　
（
判
旨
）

　

本
判
決
で
、Chandler

判
事
は
取
締
役
の
「
誠
実
性
」
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
な
一
般
論
を
展
開
し
た
。

　
「
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
最
高
裁
判
所
と
衡
平
法
裁
判
所
の
判
決
で
は
、
誠
実
義
務
が
独
立
し
た
信
認
義
務
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
つ
い

て
全
く
明
ら
か
で
は
な
い
。
誠
実
性
は
、『
目
的
の
正
直
さ
（honesty

）』
を
要
求
す
る
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
る
し
、
信
認
の
構
成
要
素
で

あ
る
心
か
ら
の
（genuine

）
注
意
を
要
求
す
る
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
、
会
社
の
信
認
の
文
脈
に
お
い
て
は
、

誠
実
性
を
定
義
づ
け
る
よ
り
も
不
誠
実
で
あ
る
こ
と
を
定
義
づ
け
る
方
が
容
易
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
法
は
、
取
締
役

が
経
営
判
断
を
し
た
場
合
、
当
該
取
締
役
が
誠
実
に
行
動
し
た
こ
と
を
推
定
す
る
か
ら
で
あ
る
。
不
誠
実
で
あ
る
こ
と
は
、『
会
社
の
厚
生

を
真
に
高
め
よ
う
と
す
る
こ
と
よ
り
も
他
の
目
的
の
た
め
に
』
取
引
を
承
認
す
る
と
か
、『
適
用
さ
れ
う
る
実
定
法
に
違
反
す
る
こ
と
を
知
っ

て
な
す
行
為
』
と
し
て
定
義
さ
れ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
会
社
に
損
害
を
与
え
よ
う
と
し
て
な
さ
れ
た
行
為
は
不
誠
実
で
不
忠
実
な
行
為
と
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な
る
。
同
様
の
定
義
は
、
七
年
前
にA

llen

判
事
が
不
誠
実
（
ま
た
は
誠
実
性
の
欠
如
）
は
取
締
役
が
『
会
社
に
と
っ
て
最
善
の
利
益
と
な

ら
な
い
方
法
』
で
行
動
し
た
場
合
を
い
う
と
述
べ
る
。
取
締
役
が
意
図
的
に
会
社
の
最
善
の
利
益
を
図
ろ
う
と
し
な
い
理
由
と
異
な
る
こ
と

は
な
い
。

　

…
私
は
『
故
意
の
義
務
の
放
棄
』
や
『
意
図
的
な
責
任
の
無
視
』
は
適
切
な
（
唯
一
で
は
な
い
）
受
任
者
が
誠
実
に
行
動
し
た
か
否
か
を

判
断
す
る
た
め
の
基
準
で
あ
る
と
考
え
る
。
故
意
の
無
関
心
や
『
何
ら
か
の
作
為
義
務
に
直
面
し
た
と
き
の
』
不
作
為
は
、
明
ら
か
に
会
社

に
不
忠
実
な
行
為
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
不
誠
実
な
行
為
の
典
型
例
で
あ
る
。

　

誠
実
に
行
動
す
る
た
め
に
は
、
取
締
役
は
い
つ
で
も
目
的
の
正
直
さ
を
も
っ
て
、
か
つ
会
社
に
と
っ
て
最
善
の
利
益
に
な
る
と
し
て
行
動

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
経
営
判
断
原
則
の
推
定
は
、
取
締
役
が
誠
実
に
行
動
し
た
と
い
う
こ
と
を
推
定
す
る
。
そ
の
推
定
を
覆
す
た
め
に

は
、
原
告
は
証
拠
の
提
示
に
よ
っ
て
不
誠
実
な
行
動
を
し
た
こ
と
を
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
不
誠
実
を
構
成
す
る
一
連
の
行
動
の
類

型
的
な
定
義
を
決
め
る
こ
と
は
、不
可
能
で
は
な
く
と
も
困
難
で
あ
る
。
そ
し
て
、私
の
判
断
で
は
、誠
実
性
の
概
念
が
我
々
の
コ
モ
ン
ロ
ー

に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
作
用
す
る
か
を
誤
っ
て
判
断
し
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
基
本
的
に
、
伝
統
的
に
会
社
の
受
認
者
に
負
わ
さ
れ

て
い
る
も
の
と
し
て
分
析
さ
れ
る
忠
実
義
務
や
注
意
義
務
は
、
す
べ
て
の
受
認
者
の
行
為
の
ガ
イ
ド
と
な
る
べ
き
も
の
と
し
て
の
忠
誠
心
、

奉
公
や
誠
実
性
の
概
念
の
架
け
橋
と
し
て
の
要
素
と
な
る
。
会
社
の
受
任
者
に
要
求
さ
れ
て
い
る
誠
実
性
は
、
単
に
私
が
上
述
し
た
よ
う
な

狭
い
意
味
で
の
注
意
義
務
や
忠
実
義
務
だ
け
で
な
く
、
会
社
や
株
主
の
利
益
の
た
め
に
真
の
忠
誠
心
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
べ
き
行
為
も
含
ま

れ
る
の
で
あ
る
。
誠
実
に
行
動
し
な
い
こ
と
は
、
例
え
ば
、
故
意
の
義
務
の
放
棄
を
証
明
し
、
受
認
者
が
意
図
的
に
会
社
の
最
善
の
利
益
以

外
の
目
的
で
行
動
し
た
場
合
、
受
認
者
が
適
用
さ
れ
う
る
実
定
法
に
意
図
的
に
違
反
し
た
行
動
し
た
場
合
や
、
受
認
者
が
意
図
的
に
作
為
義

務
が
あ
る
と
知
っ
て
い
た
場
合
に
何
も
し
な
い
場
合
で
あ
る
。
し
か
し
、
証
明
さ
れ
る
べ
き
不
誠
実
の
例
は
他
に
も
存
在
し
う
る
が
、
こ
の

三
つ
が
最
も
顕
著
な
も
の
で
あ
る
。」
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以
上
の
よ
う
な
一
般
論
を
展
開
し
、
本
判
決
で
は
被
告
取
締
役
ら
に
誠
実
性
の
欠
如
は
見
ら
れ
な
い
と
し
て
、
被
告
取
締
役
ら
の
訴
訟
却

下
の
申
立
て
を
認
容
し
た
。
本
判
決
で
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
衡
平
法
裁
判
所
に
お
い
て
取
締
役
の
「
誠
実
性
」
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
例
を
取

り
上
げ
て
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
従
来
の
衡
平
法
裁
判
所
に
お
け
る
他
の
裁
判
官
に
よ
る
判
示
よ
り
も
、
誠
実
性
概
念
を
具
体
化
し
た

内
容
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

【In re W
alt D

isney Co. D
erivative Litigation

最
高
裁
判
所
判（２
）決
】

　

衡
平
法
裁
判
所
の
判
断
に
対
し
て
、
原
告
株
主
ら
は
衡
平
法
裁
判
所
に
よ
る
誠
実
性
の
定
義
は
誤
っ
て
い
る
と
し
て
、
最
高
裁
判
所
に
上

告
し
た
。
そ
こ
で
、最
高
裁
判
所
は
以
下
の
よ
う
に
、取
締
役
の
誠
実
性
に
つ
い
て
の
一
般
論
を
展
開
し
、原
告
株
主
ら
の
上
告
を
棄
却
し
た
。

　
（
判
旨
）

　
「
問
題
は
、衡
平
法
裁
判
所
判
事
の
定
式
化
し
た
不
誠
実
な
会
社
の
受
認
者
の
行
為
―
故
意
の
義
務
の
放
棄
、意
図
的
な
責
任
の
無
視
―
は
、

法
的
に
正
し
い
か
否
か
で
あ
る
。
こ
の
問
題
を
考
え
る
に
当
た
っ
て
、
我
々
は
衡
平
法
裁
判
所
判
事
が
そ
の
定
義
を
、『
受
認
者
が
誠
実
に

行
動
し
た
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
た
め
の
（
唯
一
で
は
な
い
）
適
切
な
基
準
』
と
し
て
位
置
づ
け
た
と
述
べ
た
。
そ
の
意
見
は
正
当
で
手
助

け
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、単
純
な
論
理
の
問
題
と
し
て
、少
な
く
と
も
三
つ
の
異
な
っ
た
受
認
者
の
行
為
類
型
が
『
不
誠
実
』

へ
の
非
難
の
徴
表
候
補
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

第
一
の
類
型
は
、
い
わ
ゆ
る
『
主
観
的
な
不
誠
実
』
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
受
認
者
が
実
際
に
損
害
を
発
生
さ
せ
よ
う
と
し
て
行
為
を
し
た

も
の
で
あ
る
。
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…
第
二
の
類
型
と
し
て
、
そ
れ
は
連
続
対
の
対
極
に
位
置
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
注
意
の
欠
如
―
そ
れ
は
重
過
失
に
よ
っ
て
受
認
者
の
行

為
が
な
さ
れ
る
も
、
害
意
目
的
が
な
い
場
合
―
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
上
告
人
は
、
取
締
役
の
注
意
義
務
違
反
だ
け
で
な
く
取
締
役
の
誠
実

に
行
動
す
る
義
務
の
違
反
を
も
構
成
す
る
重
過
失
を
主
張
す
る
こ
と
に
な
る
。
衡
平
法
裁
判
所
判
事
は
、
上
告
人
が
重
過
失
の
主
張
に
失
敗

し
、
重
過
失
（
利
用
可
能
な
重
要
事
実
を
知
ら
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
場
合
を
含
む
）
だ
け
が
、
不
誠
実
を
構
成
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題

に
言
及
す
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
提
供
し
な
か
っ
た
と
判
示
し
、
我
々
も
そ
れ
に
同
意
す
る
。

　

も
し
、『
誠
実
性
の
問
題
は
、
注
意
義
務
と
忠
実
義
務
と
不
可
分
一
体
で
あ
る
』
か
ら
と
い
う
理
由
だ
け
で
あ
れ
ば
、
広
範
な
哲
学
的
基

準
か
ら
、
そ
の
問
題
は
見
掛
け
以
上
に
複
雑
で
あ
る
。
し
か
し
、
よ
り
正
確
な
概
念
上
の
ラ
イ
ン
を
引
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
す
る
行
為

を
規
制
す
る
法
的
領
域
の
中
で
、
そ
の
解
答
は
重
過
失
に
よ
る
行
為
は
、
そ
れ
だ
け
で
は
誠
実
に
行
動
す
る
義
務
違
反
を
構
成
で
き
な
い
。

相
当
の
注
意
の
対
象
と
な
る
行
為
が
、
心
理
学
的
な
意
味
の
中
で
、
誠
実
性
の
説
明
に
入
っ
て
く
る
が
、
法
的
な
観
点
か
ら
は
こ
れ
ら
の
義

務
は
異
な
る
し
、
ま
た
異
な
る
べ
き
部
分
が
あ
る
。
立
法
史
的
に
見
て
も
、
コ
モ
ン
ロ
ー
体
系
か
ら
見
て
も
、
相
当
な
注
意
を
も
っ
て
す
る

義
務
と
誠
実
に
行
動
す
る
義
務
と
の
間
に
は
明
確
な
区
別
が
存
在
し
、
そ
の
区
別
か
ら
重
要
な
結
論
が
導
か
れ
る
の
で
あ
る
。

　

デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
一
般
会
社
法
は
、
二
つ
の
文
脈
の
中
で
、
不
誠
実
性
と
相
当
な
注
意
を
も
っ
て
し
な
か
っ
た
こ
と
と
の
区
別
を
示
唆
し
て

い
る
。
一
つ
が
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
一
般
会
社
法
一
〇
二
条
（
ｂ
）
項
（
七
）
で
あ
…
る
。

　

…
そ
し
て
、
二
つ
目
と
し
て
、
同
法
一
四
五
条
で
見
ら
れ
、
そ
こ
で
は
重
過
失
に
よ
る
行
為
と
誠
実
に
行
動
し
な
か
っ
た
行
為
と
の
間
の

区
別
を
認
め
て
い
る
。

　

…
第
三
の
類
型
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
（
一
）
主
観
的
な
害
意
目
的
に
よ
る
行
為
と
、（
二
）
重
過
失
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
行
為

の
類
型
と
の
間
に
位
置
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
第
三
類
型
は
、
衡
平
法
裁
判
所
判
事
の
不
誠
実
の
定
義
―
故
意
の
義
務
の
放
棄
、
意
図
的

な
責
任
の
無
視
―
が
捕
捉
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
不
正
行
為
が
、
免
責
が
認
め
ら
れ
ず
、
補
償
も
認
め
ら
れ
な
い
誠
実
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に
行
動
す
る
義
務
違
反
と
し
て
適
切
に
処
理
さ
れ
る
か
否
か
が
問
題
で
あ
る
。

　

…
第
一
に
、
受
認
者
の
不
正
行
為
の
領
域
は
古
典
的
な
意
味
で
の
不
忠
実
ま
た
は
重
過
失
に
限
定
さ
れ
な
い
。
取
締
役
は
、
判
断
を
す
る

に
当
た
っ
て
自
己
利
益
の
衝
突
は
な
い
が
、
判
断
を
す
る
に
当
た
っ
て
す
べ
て
の
重
要
な
情
報
を
得
ず
に
ま
た
は
単
な
る
不
注
意
以
上
に
有

責
的
な
違
法
行
為
に
従
事
し
た
場
合
に
問
題
が
発
生
す
る
。
会
社
と
株
主
の
利
益
を
保
護
す
る
た
め
に
、
受
認
者
の
こ
の
種
の
行
為
は
、
不

忠
実
で
は
な
い
が
、
質
的
に
重
過
失
よ
り
も
有
責
的
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
対
す
る
法
律
上
の
保
護
を
奪
う
べ
き
で
あ
る
。
教
義
上
、
そ
の
よ

う
な
違
反
に
言
及
す
る
た
め
の
媒
介
物
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
教
義
上
の
媒
介
物
が
誠
実
に
行
動
す
る
義
務
で
あ
る
。

　

…
第
二
に
、立
法
者
も
ま
た
、主
観
的
な
不
誠
実
と
重
過
失
と
の
間
に
受
認
者
の
違
法
行
為
の
中
間
的
類
型
を
認
識
し
て
い
る
。
デ
ラ
ウ
ェ

ア
州
一
般
会
社
法
一
〇
二
条
（
ｂ
）
項
（
七
）（
ⅱ
）
は
明
ら
か
に
、『
誠
実
に
行
為
し
な
い
場
合
、
ま
た
は
意
図
的
な
不
正
行
為
、
故
意
の

法
令
違
反
の
場
合
に
は
』金
銭
的
賠
償
の
免
除
を
否
定
し
て
い
る
。
文
言
か
ら
、そ
の
規
定
は『
意
図
的
な
不
正
行
為
』、『
故
意
の
法
令
違
反
』

の
一
方
で
、『
誠
実
に
行
動
し
な
い
』こ
と
を
区
別
し
て
い
る
。
制
定
法
は
重
過
失
の
行
為
だ
け
を
取
締
役
の
免
責
の
対
象
と
し
て
い
る
か
ら
、

『
誠
実
に
行
動
し
な
い
』
場
合
に
つ
い
て
免
責
を
否
定
す
る
制
定
法
は
、
衡
平
法
裁
判
所
判
事
の
不
誠
実
の
定
義
に
よ
っ
て
捕
捉
さ
れ
る
不

正
行
為
の
中
間
的
類
型
を
含
む
の
で
あ
る
。」

　

以
上
の
判
示
か
ら
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
最
高
裁
判
所
は
取
締
役
の
誠
実
性
に
関
し
て
、
三
つ
の
類
型
が
存
在
し
、
そ
れ
は
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
一

般
会
社
法
か
ら
も
見
て
取
れ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
不
誠
実
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、（
一
）
主
観
的
な
不
誠
実
―
会
社
に
損
害
を
発

生
さ
せ
よ
う
と
し
て
な
し
た
行
為
の
場
合
、（
二
）
相
当
な
注
意
の
欠
如
―
た
だ
し
、
重
過
失
が
あ
っ
た
と
の
主
張
が
な
さ
れ
る
が
、
そ
れ

だ
け
で
不
誠
実
と
は
な
ら
な
い
、（
三
）
故
意
の
義
務
の
放
棄
、
意
図
的
な
責
任
の
無
視
の
場
合
で
あ
る
と
す
る
。

　

本
判
決
に
よ
り
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
最
高
裁
判
所
は
取
締
役
に
よ
る
「
不
誠
実
な
行
為
」
に
つ
い
て
類
型
化
を
図
っ
た
が
、
し
か
し
、
理
論
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的
な
問
題
と
し
て
、「
不
誠
実
な
行
為
」
を
取
締
役
が
し
た
場
合
に
、
注
意
義
務
違
反
や
忠
実
義
務
違
反
と
同
様
に
、
独
立
し
て
責
任
が
認

め
ら
れ
る
誠
実
義
務
違
反
と
な
る
か
は
直
接
的
に
述
べ
て
い
な
い
。
こ
の
点
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
最
高
裁
判
所
は
、
一
貫

し
て
、
明
確
に
取
締
役
の
信
認
義
務
に
は
注
意
義
務
、
忠
実
義
務
の
ほ
か
に
誠
実
義
務
が
含
ま
れ
る
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
独
立
し
た
義

務
と
し
て
誠
実
義
務
が
存
在
し
、
本
判
決
で
述
べ
ら
れ
た
よ
う
な
「
不
誠
実
な
行
為
」
を
取
締
役
が
な
せ
ば
、
誠
実
義
務
違
反
と
な
る
と
思

わ
れ（３
）た

。
そ
し
て
、
も
し
、
誠
実
義
務
違
反
と
な
れ
ば
、
当
然
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
一
般
会
社
法
一
〇
二
条
（
ｂ
）
項
（
七
）
に
基
づ
い
て
挿
入

さ
れ
た
取
締
役
の
免
責
規
定
に
よ
る
免
責
は
受
け
ら
れ
な
い
た
め
、
そ
の
よ
う
な
定
款
規
定
が
あ
っ
て
も
、
取
締
役
の
個
人
責
任
を
課
す
可

能
性
を
拡
張
し
た
と
考
え
ら
れ（４
）る
。

（
四
）Stone v. Ritter

事
件
判（５
）決

　

前
述
し
たD

isney

事
件
判
決
に
お
い
て
、
取
締
役
の
誠
実
義
務
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
、
従
来
の
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
最
高
裁
判
所
の
判
示

に
沿
っ
た
形
で
、
独
立
し
た
信
認
義
務
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
以
下
に
見
るStone v. Ritter

事
件
判
決
に
お
い
て
は
、
誠

実
義
務
は
独
立
し
た
信
認
義
務
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
忠
実
義
務
の
下
位
要
素
（
概
念
）
と
し
て
誠
実
義
務
が
存
在
し
、
取
締
役
が
「
不
誠

実
な
行
為
」
を
な
せ
ば
、
誠
実
義
務
違
反
を
媒
介
に
し
て
、
忠
実
義
務
違
反
を
構
成
す
る
こ
と
に
な
る
と
し
た
。

　
（
事
実
の
概
要
）

　

本
件
は
、
Ａ
銀
行
の
株
主
ら
が
同
行
の
元
取
締
役
及
び
現
在
の
取
締
役
一
五
名
を
訴
え
た
株
主
代
表
訴
訟
で
あ
る
。
Ａ
銀
行
は
、
六
州
で

六
〇
〇
の
支
店
を
有
す
る
銀
行
で
あ
り
、
そ
の
従
業
員
数
は
一
一
六
〇
〇
人
以
上
で
あ
っ
た
。
二
〇
〇
四
年
、
そ
の
親
会
社
のA

S

社
と
と

も
に
、
連
邦
銀
行
秘
密
法
（BSA

）
及
び
反
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
法
（A

M
L

）
で
要
求
さ
れ
て
い
る
「
疑
わ
し
い
取
引
に
つ
い
て
の
報
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告
（SA

Rs

）」
を
提
出
し
な
か
っ
た
と
し
て
政
府
及
び
規
制
当
局
に
対
し
て
四
〇
〇
〇
万
ド
ル
の
罰
金
と
民
事
制
裁
と
し
て
一
〇
〇
〇
万
ド

ル
を
支
払
っ
た
。
そ
れ
ら
の
調
査
は
、ミ
シ
シ
ッ
ピ
ー
州
内
部
地
区
連
邦
検
事
局
（U

SA
O

）、連
邦
準
備
局
、財
務
省
経
済
犯
罪
エ
ン
フ
ォ
ー

ス
メ
ン
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（FinCEN

）
及
び
ア
ラ
バ
マ
州
銀
行
局
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
た
。
な
お
、
こ
の
調
査
に
お
い
て
は
、
Ａ
銀
行
の

取
締
役
に
対
し
て
何
ら
か
の
罰
金
等
の
制
裁
は
な
く
、
彼
ら
に
対
し
て
他
の
何
ら
か
の
規
制
的
行
為
が
な
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

　

当
局
に
よ
る
調
査
は
、
も
と
も
と
も
Ｈ
と
Ｎ
が“Ponzi”

ス
キ
ー
ム
と
呼
ば
れ
る
違
法
行
為
を
行
っ
て
い
た
こ
と
に
端
を
発
す
る
。

二
〇
〇
〇
年
八
月
、Ｈ
と
Ｎ
は
、ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
け
る
投
資
家
の
た
め
の
顧
客
口
座
を
開
設
す
る
こ
と
を
、同
銀
行
の
テ
ネ
シ
ー

州
支
店
に
依
頼
し
た
。
そ
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
は
、
海
外
に
お
い
て
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
設
立
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
た

が
、
実
際
に
は
、
Ｎ
は
当
該
投
資
の
性
質
や
リ
ス
ク
に
つ
い
て
不
実
表
示
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
四
〇
人
以
上
の
投
資
家
に
高
い
利
益
を

得
る
と
さ
れ
た
証
券
へ
の
投
資
を
行
っ
て
い
た
。
Ｈ
や
Ｎ
に
よ
る
不
実
表
示
を
信
頼
し
て
、
テ
ネ
シ
ー
州
支
店
の
従
業
員
は
投
資
家
の
た
め

に
顧
客
口
座
を
開
設
依
頼
に
応
じ
た
。
月
毎
に
投
資
家
に
支
払
わ
れ
る
利
息
が
滞
っ
た
た
め
に
、
そ
の
ス
キ
ー
ム
は
二
〇
〇
二
年
三
月
に
発

覚
し
た
。
そ
し
て
、
Ｈ
と
Ｎ
は
テ
ネ
シ
ー
州
と
ミ
シ
シ
ッ
ピ
ー
州
の
投
資
家
か
ら
民
事
訴
訟
を
提
起
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
同
時
に
ま
た
、

ミ
シ
シ
ッ
ピ
ー
州
南
部
の
連
邦
大
陪
審
に
召
喚
さ
れ
、
連
邦
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
法
違
反
で
有
罪
と
さ
れ
た
。BSA

に
基
づ
き
当
局
は

A
S

社
が
報
告
義
務
や
他
の
義
務
に
従
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
調
査
し
、二
〇
〇
三
年
一
一
月
一
七
日
に
は
、USA

O

はA
S

社
に
対
し
て
、

刑
事
捜
査
に
従
う
よ
う
に
勧
告
し
た
。
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
一
二
日
、SA

Rs

に
報
告
書
を
提
出
せ
ず
、
少
な
く
と
も
二
〇
〇
年
時
点
で
Ａ

銀
行
の
従
業
員
は
、
Ｈ
が
違
法
な
ス
キ
ー
ム
を
行
う
可
能
性
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
疑
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
Ａ
銀
行
は
適
時
に
報
告

書
を
提
出
し
な
か
っ
た
こ
と
を
理
由
に
四
〇
〇
〇
万
ド
ル
の
罰
金
を
支
払
う
こ
と
に
な
っ
た
。
な
お
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
取
締
役
会
ま
た

は
個
々
の
取
締
役
の
い
ず
れ
も
当
局
か
ら
責
任
追
及
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、連
邦
準
備
局
、ア
ラ
バ
マ
州
銀
行
局
は
、Ａ
銀
行
に
対
し
て
、

そ
のBSA

/A
M

L

プ
ロ
グ
ラ
ム
改
善
の
た
め
業
務
停
止
命
令
を
発
し
た
。
そ
の
業
務
停
止
命
令
に
お
い
て
は
、
Ａ
銀
行
に
対
し
て
、
銀
行
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A
M

L

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
の
包
括
的
な
レ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、
新
し
い
方
針
や
手
続
を
作
る
よ
う
に
独
立
の
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
を
雇
う
よ
う
に
求
め
た
。
そ
し
て
、K

PM
G

が
そ
の
独
立
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
、
二
〇
〇
四
年
一
二

月
一
〇
日
にK

PM
G

レ
ポ
ー
ト
を
提
出
し
た
。

　

ま
た
、
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
一
二
日
に
、FinCEN

及
び
連
邦
準
備
局
が
共
同
で
Ａ
銀
行
に
対
し
て
不
適
切
な
反
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築
し
て
い
た
こ
と
及
び
報
告
を
し
な
か
っ
た
こ
と
を
理
由
に
一
〇
〇
〇
万
ド
ル
の
民
事
制
裁
を
科
し
た
。FinCEN

は
、

Ａ
銀
行
はBSA

で
要
求
さ
れ
て
い
る
疑
わ
し
い
取
引
の
報
告
を
せ
ず
、
二
〇
〇
二
年
四
月
二
四
日
か
ら
、
Ａ
銀
行
はBSA

で
要
求
さ
れ

る
反
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
規
定
に
違
反
し
た
と
認
定
し
た
。
そ
し
て
、
Ａ
銀
行
の
法
令
遵
守
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
適
切
な
取
締
役

会
や
経
営
者
の
監
視
を
欠
く
も
の
で
あ
っ
た
と
し
、
か
つ
、
法
令
遵
守
に
関
す
る
監
視
の
た
め
に
経
営
者
に
報
告
す
る
こ
と
に
つ
き
重
大
な

不
備
が
あ
っ
た
と
し
た
。

　
（
判
旨
）

　
「
…
い
わ
ゆ
る
『
監
督
』
責
任
に
関
す
るCarem

ark
基
準
は
、
誠
実
に
行
動
し
な
か
っ
た
取
締
役
の
概
念
を
か
な
り
重
視
し
て
い
る
。

そ
れ
は
、
近
時
、D

isney

事
件
判
決
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
不
誠
実
の
概
念
と
整
合
的
で
あ
る
。
そ
のD

isney

事
件
判
決
で
、
我
々
は
、

誠
実
に
行
動
し
な
か
っ
た
こ
と
は
、
注
意
義
務
違
反
（
例
え
ば
、
重
過
失
）
と
な
る
よ
う
な
行
為
よ
り
も
有
責
的
で
あ
り
、
質
的
に
異
な
っ

た
行
為
で
あ
る
こ
と
を
要
求
し
た
。D

isney

事
件
判
決
に
お
い
て
、
我
々
は
、
誠
実
に
行
動
し
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
行
為
の
例
を
以
下

の
よ
う
に
述
べ
た
。

　
『
誠
実
に
行
動
し
な
か
っ
た
こ
と
は
、
例
え
ば
、
受
認
者
が
意
図
的
に
会
社
の
最
善
の
利
益
を
図
ら
な
い
目
的
で
行
動
し
た
場
合
、
受
認

者
が
意
図
的
に
適
用
さ
れ
う
る
実
定
に
法
に
違
反
し
て
行
動
し
た
場
合
、
も
し
く
は
受
認
者
が
意
図
的
に
、
そ
の
義
務
の
意
識
的
な
無
視
と
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証
明
さ
れ
る
よ
う
な
、
作
為
義
務
に
直
面
し
て
も
何
も
行
動
し
な
か
っ
た
場
合
に
証
明
さ
れ
う
る
。』

　

こ
れ
ら
の
例
の
う
ち
三
つ
目
の
例
が
、Carem

ark

事
件
判
決
で
裁
判
所
が
取
締
役
の
監
督
責
任
に
つ
い
て
の
『
必
要
条
件
』、例
え
ば
、『
継

続
的
ま
た
は
組
織
的
な
監
督
を
履
行
す
る
取
締
役
会
の
懈
怠
―
例
え
ば
、
合
理
的
な
情
報
報
告
シ
ス
テ
ム
の
存
在
を
全
く
確
保
し
よ
う
と
し

な
い
』
と
判
示
し
た
誠
実
性
を
欠
如
す
る
行
為
で
あ
る
し
、
そ
れ
と
完
全
に
一
致
す
る
。

　

実
際
、D

isney
事
件
判
決
に
お
い
て
、
そ
の
提
案
を
承
認
す
る
と
と
も
にCarem

ark

事
件
判
決
を
引
用
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

衡
平
法
裁
判
所
は
提
訴
請
求
が
、
監
督
の
履
行
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
き
、
原
告
の
法
的
救
済
を
求
め
る
訴
え
の
根
拠
ま
た
は
理
論

と
な
る
本
件
に
お
い
て
免
除
さ
れ
る
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
際
の
正
し
い
基
準
を
適
用
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
文
脈
で
重
要
な
の
は
、
我
々
が
そ
の
事
案
で
分
析
す
る
際
に
、Carem

ark

事
件
判
決
の
下
で
受
認
者
の
責
任
を
理
解
す
る
の
に
不

可
欠
な
理
論
的
問
題
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。Carem

ark

事
件
判
決
で
利
用
さ
れ
た
文
言
や
、我
々
が
こ
こ
で
用
い
た
文
言
―
『
責

任
を
認
め
る
た
め
の
必
要
条
件
』
と
し
て
の
誠
実
性
の
欠
如
と
い
う
表
現
―
は
意
図
的
な
も
の
で
あ
る
。
そ
の
定
式
の
目
的
は
、
誠
実
に
行

動
し
な
い
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
で
受
認
者
の
責
任
を
直
接
課
す
こ
と
に
な
る
行
為
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
伝
え
る
た
め
で
あ
る
。
誠
実
に

行
動
し
な
け
れ
ば
、
結
果
的
に
責
任
を
認
め
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
誠
実
に
行
動
す
る
と
の
要
請
は
、『
忠
実
義
務
の
基

本
と
な
る
下
位
要
素
』
な
い
し
条
件
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。D

isney

事
件
判
決
やCarem

ark

事
件
判
決
で
の
表
現
に
お
い
て
、
不
誠
実

な
行
為
を
証
明
す
る
こ
と
は
取
締
役
の
監
督
責
任
を
構
成
す
る
た
め
に
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
行
為
に
よ
っ
て
違
反
す
る
信
認

義
務
は
忠
実
義
務
と
な
る
の
で
あ
る
。

　

誠
実
に
行
動
し
な
い
こ
と
と
い
う
こ
の
見
方
は
、
二
つ
の
付
加
的
な
理
論
的
帰
結
を
導
く
。
一
つ
は
、
誠
実
性
は
注
意
義
務
や
忠
実
義
務

を
含
む
『
三
組
の
』
信
認
義
務
の
一
部
と
し
て
口
語
的
に
記
述
さ
れ
る
が
、
誠
実
に
行
動
す
る
義
務
は
、
注
意
義
務
や
忠
実
義
務
と
同
じ
よ

う
に
独
立
し
た
信
認
義
務
を
構
成
し
な
い
。
後
者
の
二
つ
の
義
務
だ
け
が
、
そ
れ
に
違
反
し
た
場
合
、
直
接
に
責
任
を
導
く
こ
と
に
な
り
、
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他
方
、
誠
実
に
行
動
し
な
い
こ
と
は
責
任
を
導
く
が
、
そ
れ
は
間
接
的
な
も
の
で
あ
る
。
二
つ
目
の
理
論
的
帰
結
は
、
忠
実
義
務
は
金
銭
的

ま
た
は
そ
の
他
認
識
可
能
な
利
益
相
反
の
あ
る
事
案
に
限
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
受
認
者
が
誠
実
に
行
動
し
な
い

場
合
も
含
む
の
で
あ
る
。
衡
平
法
裁
判
所
がGuttm

an

事
件
判
決
で
適
切
に
述
べ
た
よ
う
に
、『
取
締
役
は
、
自
ら
の
行
為
が
会
社
の
最
善

の
利
益
に
な
る
と
誠
実
に
信
じ
て
行
動
し
な
け
れ
ば
、
会
社
に
対
し
て
忠
実
に
行
動
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
』。」

　

取
締
役
の
誠
実
性
・
誠
実
義
務
の
概
念
に
つ
い
て
従
来
の
裁
判
例
及
びD

isney

事
件
判
決
、
そ
し
てStone v. Ritter

事
件
判
決
に
至

る
過
程
を
見
て
き
た
。Stone v. Ritter

事
件
判
決
に
よ
れ
ば
、
誠
実
性
の
欠
如
は
誠
実
義
務
違
反
を
構
成
す
る
も
の
の
、
そ
れ
は
他
の
信

認
義
務
で
あ
る
注
意
義
務
や
忠
実
義
務
と
同
様
に
独
立
し
た
信
認
義
務
で
は
な
く
、
忠
実
義
務
の
下
位
要
素
（
概
念
）
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
る
と
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、Carem

ark

事
件
判
決
で
述
べ
ら
れ
た
「
取
締
役
会
に
よ
る
継
続
的
ま
た
は
組
織
的
な
監
督
機
能
の
懈
怠

が
取
締
役
の
責
任
を
認
め
る
条
件
で
あ
る
誠
実
性
の
欠
如
を
構
成
」
し
た
場
合
に
は
、
取
締
役
は
誠
実
義
務
違
反
を
介
し
て
、
間
接
的
に
忠

実
義
務
違
反
を
構
成
す
る
と
述
べ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、Stone v. Ritter

事
件
判
決
に
よ
っ
て
、
従
来
、
取
締
役
の
注
意
義
務
の
一
環

と
し
て
言
及
さ
れ
て
き
た
監
督
義
務
・
法
令
遵
守
体
制
構
築
義
務
（
情
報
報
告
シ
ス
テ
ム
・
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
構
築
義
務
）
が
忠
実
義
務

の
文
脈
に
引
き
直
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
監
督
義
務
・
法
令
遵
守
体
制
構
築
義
務
を
忠
実
義
務
の
文
脈
で
捕
ら
え
る
と
す
る
と
、
ど
の
よ
う
な

理
論
的
結
論
が
導
き
出
さ
れ
る
の
か
。
最
も
重
要
な
点
は
、
取
締
役
の
免
責
条
項
の
適
用
が
受
け
ら
れ
な
い
と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

そ
の
よ
う
な
意
味
で
、
取
締
役
の
責
任
を
認
め
る
方
向
へ
と
変
容
し
た
と
も
言
え
よ
う
。

　

し
か
し
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
注
意
義
務
の
一
環
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
き
た
監
督
義
務
・
法
令
遵
守
体
制
構
築
義
務
が
誠
実
義
務
を
媒
介
に

し
て
忠
実
義
務
へ
と
変
容
し
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、
次
款
で
は
、
そ
の
背
景
と
こ
の
よ
う
な
裁
判
例
に
お
け
る
取
締
役
の
誠
実

性
・
誠
実
義
務
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
学
説
は
ど
の
よ
う
な
評
価
を
加
え
て
い
る
の
か
を
紹
介
し
、
検
討
す
る
。
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第
二
款　

誠
実
性
・
誠
実
義
務
へ
の
着
目

（
一
）Sm

ith v. V
anGorkom

事
件
判
決
とD

GCL§
102 (b) (7)

の
制
定

　

取
締
役
の
誠
実
性
・
誠
実
義
務
へ
の
着
目
の
端
緒
と
な
っ
た
の
は
、
や
は
り
前
述
のSm

ith v. V
anGorkom

事
件
判
決
で
あ
ろ
う
。
こ

の
判
決
は
、
取
締
役
がCEO

に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
た
戦
略
的
事
業
提
携
を
調
査
す
る
時
間
を
と
ら
な
か
っ
た
と
し
て
、
注
意
義
務
を
無
視

し
た
と
判
示
し
た
。
そ
し
て
、
注
意
義
務
は
「
受
認
者
が
、
経
営
判
断
の
際
の
詳
細
さ
や
手
続
に
適
切
な
程
度
の
注
意
を
も
っ
て
報
告
さ
れ

判
断
す
る
」
と
い
う
こ
と
を
要
求
す
る
と
し
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
判
断
過
程
の
重
視
が
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
判
決
は
、
買
収

の
事
案
で
「
情
報
を
得
た
上
で
、
か
つ
慎
重
な
」
と
い
う
基
準
を
採
用（６
）し
、
実
務
的
に
い
え
ば
、
判
断
過
程
を
慎
重
に
行
い
、
適
切
な
代

替
案
と
を
比
較
考
慮
し
、
専
門
家
か
ら
適
切
な
助
言
を
得
つ
つ
、
判
断
の
長
期
的
な
影
響
を
考
慮
す
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
と
指
摘
さ

れ（７
）る

。
判
決
の
中
で
は
、
経
営
判
断
原
則
に
よ
る
審
査
基
準
は
「
重
過
失
（gross negligence

）」
と
い
う
表
現
が
用
い
ら
れ
、
従
来
と
変

わ
ら
な
い
審
査
基
準
だ
と
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
企
業
法
務
の
分
野
に
対
し
て
か
な
り
の
衝
撃
を
与
え（８
）た
。

　

こ
の
判
決
に
よ
っ
て
、結
果
的
に
、役
員
賠
償
責
任
保
険
（D

&
O

保
険
）
が
衰
退（９
）し
、取
締
役
の
な
り
手
の
減
少
が
見
ら
れ
（
（（
（

た
。
そ
こ
で
、

デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
議
会
は
、
そ
の
よ
う
な
事
態
へ
の
対
処
と
し
て
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
一
般
会
社
法
（D

GCL

）
一
〇
二
条
（
ｂ
）
項
（
七
）
を

制
定
し
（
（（
（

た
。
同
規
定
は
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
の
会
社
に
、
設
立
時
定
款
ま
た
は
定
款
変
更
に
よ
っ
て
、
取
締
役
の
責
任
に
つ
き
、
一
定
の
例
外

を
除
き
、
信
認
義
務
違
反
に
よ
っ
て
会
社
若
し
く
は
株
主
に
生
じ
た
金
銭
的
な
損
害
賠
償
責
任
を
制
限
、
ま
た
は
免
除
す
る
定
款
規
定
を
挿

入
す
る
こ
と
を
許
容
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
一
定
の
例
外
の
中
に
「
誠
実
に
な
さ
れ
な
か
っ
た
作
為
も
し
く
は
不
作
為
」
と
の

文
言
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
後
、多
く
の
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
の
公
開
会
社
で
こ
の
免
責
規
定
が
採
用
さ
（
（（
（

れ
、結
果
的
に
、こ
の
免
責
条
項
の
た
め
に
、

注
意
義
務
違
反
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
、
取
締
役
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
が
で
き
な
く
な
っ
た
と
い
わ
れ
（
（（
（

る
。Sm

ith v. V
anGorkom

事
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件
判
決
に
よ
っ
て
、
取
締
役
の
責
任
が
厳
格
化
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
た
も
の
の
、
一
転
し
て
、
取
締
役
の
責
任
制
限
法
制
が

立
法
化
さ
れ
、
定
款
へ
の
責
任
制
限
規
定
の
挿
入
に
よ
り
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
個
人
責
任
の
役
割
に
関

し
て
基
本
的
な
問
題
を
提
起
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
（
（（
（

る
。

　

こ
の
免
責
条
項
の
影
響
は
、そ
の
内
容
と
訴
訟
手
続
と
の
関
係
の
両
方
に
及
ぶ
と
さ
れ
て
い
（
（（
（

る
。
第
一
に
、訴
訟
手
続
と
の
関
係
と
し
て
、

被
告
取
締
役
の
弁
護
士
は
、
相
手
方
の
主
張
は
注
意
義
務
の
主
張
で
あ
る
と
す
る
一
方
、
法
令
上
、
誠
実
に
行
動
し
な
い
場
合
に
は
免
責
さ

れ
な
い
と
規
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
原
告
の
主
張
が
、
注
意
義
務
の
類
型
で
は
な
く
誠
実
性
の
問
題
と
し
て
主
張
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

つ
ま
り
、誠
実
性
が
訴
訟
却
下
の
申
立
て
（m

otion to dism
iss

）
を
維
持
す
る
（survive

）
た
め
の
道
具
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、

こ
の
こ
と
は
、「
誠
実
」
と
い
う
文
言
の
定
義
を
欠
い
て
い
る
こ
と
か
ら
生
じ
た
事
案
が
結
果
的
に
登
場
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
て
、

改
正
の
結
果
と
し
て
意
図
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
（
（（
（

る
。
第
二
に
、「
誠
実
」
と
い
う
文
言
が
表
す
内
容
に
対
す
る
影

響
で
あ
り
、
こ
れ
が
前
述
のD

isney

事
件
判
決
へ
と
至
る
道
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

た
だ
、Sm

ith v. V
anGorkom

事
件
判
決
及
び
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
一
般
会
社
法
一
〇
二
条
（
ｂ
）
項(

七)

と
い
う
流
れ
か
ら
登
場
し
た
「
誠

実
（
性
）」
と
い
う
言
葉
は
、ほ
と
ん
ど
検
討
さ
れ
る
こ
と
も
な
（
（（
（

く
、二
一
世
紀
へ
と
向
か
う
。
確
か
に
、従
来
に
お
い
て
も
、「
誠
実
（
性
）」

は
そ
も
そ
も
会
社
法
上
目
新
し
い
概
念
で
は
な
（
（（
（

く
、
経
営
判
断
原
則
の
普
遍
の
要
素
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
は
い
（
（（
（

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
歴
史

的
に
見
れ
ば
、
誠
実
性
は
ほ
と
ん
ど
分
析
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
概
念
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
（
（（
（

う
。

　

と
こ
ろ
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
分
析
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
誠
実
性
が
新
た
に
注
目
を
浴
び
、
そ
の
内
容
を
検
討
す
る
よ
う
に
な
っ
た
背

景
と
し
て
、
企
業
不
祥
事
の
続
発
と
そ
れ
に
対
す
る
立
法
等
の
影
響
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
二
）
企
業
不
祥
事
の
続
発
・
世
論
の
高
ま
り
・Sarbanes-O

xley

法
の
制
定
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（
一
）
で
述
べ
た
よ
う
に
、Sm

ith v. V
anGorkom

事
件
判
決
と
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
一
般
会
社
法
一
〇
二
条
（
ｂ
）
項
（
七
）
の
免
責
条

項
挿
入
規
定
の
導
入
に
よ
り
、
実
質
上
、
取
締
役
の
注
意
義
務
違
反
は
免
責
さ
れ
る
可
能
性
が
高
ま
り
、
取
締
役
に
対
す
る
規
律
づ
け
が
減

少
し
て
し
ま
っ
（
（（
（

た
、
と
い
う
こ
と
が
一
つ
の
理
由
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
裁
判
所
が
そ
れ
に
対
応
す
る
形
で
誠
実
性
と
い
う
概
念
を
登
場
さ

せ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
の
考
え
方
も
あ
り
得
る
。
つ
ま
り
、
あ
ま
り
に
ひ
ど
い
経
営
判
断
に
つ
い
て
注
意
義
務
違
反
と
い
う
類
型
に
入
れ

て
し
ま
え
ば
、
当
然
、
当
該
条
項
に
よ
っ
て
免
責
さ
れ
て
し
ま
う
か
ら
、
誠
実
義
務
と
い
う
概
念
を
作
り
出
し
、
そ
れ
に
対
処
す
る
と
い
う

ア
ド
・
ホ
ッ
ク
な
議
論
で
あ
る
可
能
性
も
あ
（
（（
（

る
。

　

た
だ
、
ア
ド
・
ホ
ッ
ク
な
議
論
で
あ
る
可
能
性
を
一
先
ず
措
く
と
し
て
も
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
議
論
が
登
場
し
て
き
た
の
か
と
い
う
こ
と

を
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
裁
判
所
が
誠
実
性
や
誠
実
義
務
に
着
目
し
、
そ
れ
を
強
調
し
た
こ
と
の
背
景
に
は
何
が
あ
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
企
業
不
祥
事
の
続
発
で
あ
ろ
（
（（
（

う
。
誠
実
性
や
誠
実
義
務
が
強
調
さ
れ
、
そ

の
内
容
の
具
体
化
が
争
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
特
に
二
〇
〇
〇
年
以
降
で
あ
る
点
が
重
要
で
あ
る
。
前
述
し
た
裁
判
例
の
う
ち
、

二
〇
〇
〇
年
以
前
の
裁
判
例
に
つ
い
て
も
、
確
か
に
、
誠
実
性
・
誠
実
義
務
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
法
的
位
置
づ
け
等
に
つ
い

て
詳
細
に
言
及
し
た
も
の
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
二
〇
〇
〇
年
前
後
以
降
に
お
け
る
企
業
不
祥
事
の
続
発
に
伴
い
、
そ
の
誠

実
性
・
誠
実
義
務
概
念
が
争
点
化
し
た
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
二
〇
〇
二
年
頃
に
お
け
る
、ア
メ
リ
カ
の
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
・
カ
ン
パ
ニ
ー
で
あ
っ
たEnron

、W
orkdCom

やT
yco

に
よ
る
企
業
不
祥
事
の
続
発
、
破
綻
と
そ
れ
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ

た
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
不
備
と
い
う
こ
と
が
そ
の
背
景
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
裁
判
所
が
、
企
業
不
祥
事
の
続
発

と
い
う
社
会
問
題
に
対
応
す
る
形
で
、
経
営
判
断
原
則
の
適
用
や
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
一
般
会
社
法
一
〇
二
条
（
ｂ
）
項
（
七
）
に
よ
る
取
締
役

の
責
任
を
免
除
す
る
こ
と
へ
の
躊
躇
が
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、D

isney

事
件
判
決
に
お
い
て
はEnron

事
件
以
後
、
急
に

取
締
役
の
責
任
の
審
査
が
厳
し
く
な
っ
た
と
の
指
摘
も
あ
（
（（
（

る
。
従
来
で
あ
れ
ば
、
経
営
判
断
原
則
や
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
一
般
会
社
法
一
〇
二



論　　　説

北法61（5・18）1694

条
（
ｂ
）
項
（
七
）
に
よ
っ
て
免
責
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
っ
た
事
案
で
あ
っ
て
も
、Enron

事
件
以
後
、
再
度
裁
判
所
が
主
張
の
変
更
を
促

し
て
事
実
審
裁
判
所
に
差
し
戻
し
た
と
い
う
事
実
も
あ
（
（（
（

る
。
ま
た
、Enron

事
件
は
、
取
締
役
が
誠
実
に
充
分
な
時
間
を
か
け
て
義
務
を
履

行
し
た
と
の
取
締
役
の
主
張
の
妥
当
性
を
注
意
深
く
審
査
す
る
よ
う
裁
判
所
に
圧
力
を
か
け
て
い
る
と
の
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
衡
平
法
裁
判
所
の

Strine

判
事
の
認
識
（
（（
（

は
、
示
唆
的
で
あ
る
。

　

ま
た
、Enron
事
件
以
降
、
企
業
不
祥
事
の
続
発
に
伴
い
、Sarbanes-O

xley

法
（
以
下
、SO

X

法
と
い
う
）
の
制
定
が
影
響
を
与
え
、

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
す
るSO

X

法
（
連
邦
法
）
に
よ
る
実
質
的
介
入
が
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
（
（（
（

る
。

　

結
局
、Carem

ark

事
件
判
決
か
らStone v. Ritter

事
件
判
決
へ
と
続
く
流
れ
と
誠
実
義
務
に
関
す
る
裁
判
例
が
融
合
し
、
取
締
役
の

監
督
義
務
違
反
が
誠
実
性
の
欠
如
を
媒
介
に
忠
実
義
務
違
反
と
い
う
形
で
企
業
不
祥
事
に
対
応
す
る
べ
く
、
責
任
強
化
の
側
面
が
現
れ
て
き

た
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
こ
の
よ
う
にCarem

ark

事
件
の
よ
う
な
取
締
役
の
監
督
義
務
に
関
す
る
主
張

を
、
注
意
義
務
か
ら
忠
実
義
務
へ
と
変
容
さ
せ
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
一
般
会
社
法
一
〇
二
条
（
ｂ
）
項
（
七
）
の
範
囲
か
ら
除
外
し
た
こ
と

は
、Enron

事
件
やW

orldCom

事
件
の
よ
う
な
企
業
不
祥
事
、
そ
れ
に
続
くSO

X

法
の
よ
う
な
連
邦
立
法
を
契
機
と
し
て
、
世
論
が
同

条
項
に
基
づ
く
取
締
役
の
免
責
を
認
め
な
い
と
い
う
こ
と
を
要
求
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
（
（（
（

る
。
ま
た
、
不
誠

実
さ
を
証
明
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
な
か
っ
た
り
、
監
視
し
な
か
っ
た
と
い
う
究
極
の
任
務
懈
怠
は
、
取
締

役
の
個
人
責
任
を
免
除
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
よ
う
な
、
か
な
り
ひ
ど
い
行
動
と
見
ら
れ
て
お
（
（（
（

り
、
こ
の
こ
と
は
、
取
締
役
が
彼
ら
の
監
督

責
任
を
無
視
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
個
人
責
任
を
負
う
と
い
う
こ
と
を
確
保
す
る
と
の
指
摘
も
さ
れ
て
い
（
（（
（

る
。
一
方
で
、
こ
の
よ
う
に
裁
判

所
が
、
誠
実
性
概
念
を
用
い
て
取
締
役
の
経
営
判
断
に
介
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
理
由
と
し
て
、
誠
実
性
が
争
わ
れ
た

事
案
を
取
り
巻
く
状
況
、
す
な
わ
ち
、
企
業
不
祥
事
の
続
発
や
経
済
状
況
の
悪
化
が
あ
る
と
も
指
摘
さ
れ
（
（（
（

る
。
す
な
わ
ち
、Enron

事
件
、

W
orldCom

事
件
、T

yco

事
件
、A

delphia

事
件
の
よ
う
な
企
業
不
祥
事
に
よ
り
、
ア
メ
リ
カ
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
シ
ス
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テ
ム
の
信
頼
が
低
下
（
（（
（

し
、
長
き
に
わ
た
っ
て
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
や
会
社
法
の
判
決
の
背
景
を
形
作
っ
て
き
た
原
理
が
突
如
と
し

て
、
前
面
に
押
し
出
さ
れ
、
激
し
く
議
論
が
な
さ
れ
た
結
果
、
大
統
領
声
明
、
連
邦
に
よ
る
立
法
、
行
政
庁
や
他
の
機
関
に
よ
る
政
策
提
案

が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
（
（（
（

め
、
二
〇
〇
一
年
後
半
以
降
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
の
基
本
的
な
方
針
（
経
営
判
断
原
則
や
取
締
役
会
に
対
す
る

最
大
の
尊
重
）
と
い
う
も
の
が
維
持
で
き
な
く
な
っ
て
き
た
と
指
摘
す
（
（（
（

る
。
ま
た
、
別
の
論
者
も
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
の
裁
判
所
は
、
そ
の
審

査
能
力
と
の
関
係
か
ら
、
取
締
役
と
比
較
し
て
制
約
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
認
識
し
つ
つ
、
自
己
取
引
が
問
題
と
な
る
よ
う
な
判
断
で
あ
る

と
の
証
拠
が
な
い
限
り
、
適
切
な
最
終
判
断
者
と
し
て
、
取
締
役
に
従
っ
て
い
た
が
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
の
企
業
不
祥
事
に
よ
り
、
デ
ラ
ウ
ェ

ア
州
の
法
律
家
ら
は
、
主
た
る
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
失
敗
は
取
締
役
の
懈
怠
や
無
関
心
で
あ
っ
た
と
考
え
、
他
方
で
、
世
論
の

憤
慨
が
あ
っ
た
（
（（
（

り
、
連
邦
レ
ベ
ル
で
のSO

X

法
に
よ
る
規
制
強
化
、N

Y
SE

やN
A

SD
A

Q

の
新
た
な
上
場
基
準
が
取
締
役
の
監
視
を
強

化
す
る
こ
と
で
会
社
の
責
任
を
強
め
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
た
と
指
摘
す
（
（（
（

る
。
そ
し
て
、
州
会
社
法
に
つ
い
て
も
取
締
役
の
無
関
心
さ
な
ど

に
対
処
す
る
必
要
性
が
あ
る
と
学
（
（（
（

説
が
指
摘
し
、
そ
の
多
く
は
、
誠
実
義
務
と
い
う
独
立
し
た
義
務
を
作
り
出
す
こ
と
が
そ
の
よ
う
な
改
革

を
実
行
す
る
原
動
力
で
あ
る
と
考
え
、SO

X
法
や
取
引
所
基
準
が
影
響
を
与
え
る
一
連
の
事
柄
と
同
様
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
法
が
州
レ
ベ
ル

で
そ
れ
に
対
応
し
た
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
見
ら
れ
る
と
指
摘
す
（
（（
（

る
。
結
果
、
誠
実
義
務
の
登
場
に
よ
り
、
取
締
役
の
責
任
は
厳
格
化
へ
と
傾
き
、

誠
実
義
務
の
台
頭
は
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
法
制
を
活
気
づ
か
せ
る
基
本
政
策
へ
の
重
大
な
挑
戦
を
引
き
起
こ
し
た
と
考
え
る
見

解
も
あ
（
（（
（

る
。
従
来
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
取
締
役
会
の
判
断
を
尊
重
し
て
い
たV

easey

判
事
も
、「
誠
実
性
は
ベ
ス
ト
な
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・

ガ
バ
ナ
ン
ス
へ
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
高
め
る
た
め
の
理
論
的
ヒ
ン
ト
と
し
て
有
用
」で
あ
る
と
述
べ
て
お
（
（（
（

り
、企
業
不
祥
事
等
の
影
響
に
よ
っ

て
、
そ
の
方
向
性
を
転
換
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。D

isney

事
件
判
決
は
、
こ
の
よ
う
な
流
れ
の
一
例
と
し
て
読
む
こ
と
が
で
き
よ
（
（（
（

う
。

　

結
局
、
企
業
不
祥
事
と
と
も
に
、
会
社
法
の
政
策
決
定
者
の
多
く
の
意
識
が
変
化
し
、
世
論
の
不
満
が
現
実
の
制
約
と
し
て
大
き
く
な
っ

た
た
め
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
の
連
邦
に
よ
る
介
入
を
促
（
（（
（

し
、
そ
の
よ
う
な
環
境
の
下
で
、
裁
判
所
は
も
は
や
受
動
的
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で
い
ら
れ
な
く
な
っ
た
た
め
に
、
誠
実
性
と
い
う
も
の
を
生
み
出
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
（
（（
（

る
。
そ
し
て
、
誠
実
性
は
、
従
来
の
会

社
法
原
理
を
柔
軟
化
す
る
も
の
で
あ
る
し
、
取
締
役
会
の
行
為
へ
の
司
法
審
査
を
増
加
さ
せ
る
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
（
（（
（

る
。

第
三
款　

誠
実
性
・
誠
実
義
務
に
対
す
る
学
説
上
の
評
価

　

取
締
役
の
誠
実
性
や
誠
実
義
務
の
着
目
は
、
企
業
不
祥
事
の
続
発
、
そ
れ
に
対
す
る
世
論
の
高
ま
り
、SO

X

法
の
連
邦
立
法
の
制
定
と

い
う
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
問
題
が
そ
の
背
景
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
伝
統
的
に
、
取
締
役
の
責
任
に
対
し
て
は
、（
伝

統
的
な
）
忠
実
義
務
違
反
類
型
は
別
と
し
て
、
経
営
判
断
原
則
に
よ
る
保
護
が
与
え
ら
れ
て
き
た
も
の
の
、Sm

ith v. V
anGorkom

事
件

判
決
に
よ
っ
て
取
締
役
の
責
任
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
厳
格
化
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
厳
格
化
も
責
任
軽
減
立

法
の
た
め
、
再
び
緩
和
さ
れ
た
た
め
、
経
営
判
断
や
監
督
に
対
す
る
責
任
に
つ
い
て
は
、
免
責
さ
れ
る
可
能
性
が
増
大
し
た
。
し
か
し
、
そ

れ
も
二
〇
〇
〇
年
前
後
か
ら
揺
り
戻
し
が
始
ま
る
。
企
業
不
祥
事
と
破
綻
が
続
き
、
世
論
が
企
業
に
対
す
る
信
頼
を
失
う
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
れ
に
対
応
す
る
形
で
、SO

X

法
の
制
定
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
、
か
つ
てrace to the bottom

と
も
い
わ
れ
た
デ

ラ
ウ
ェ
ア
州
に
お
い
て
も
、
世
論
や
立
法
に
よ
る
圧
力
が
取
締
役
の
誠
実
性
・
誠
実
義
務
概
念
の
具
体
化
を
促
し
、
取
締
役
の
責
任
の
厳
格

化
が
図
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
（
（（
（

る
。

　

と
こ
ろ
で
、D
isney

事
件
判
決
以
来
、
あ
る
程
度
、
取
締
役
の
誠
実
性
・
誠
実
義
務
概
念
を
裁
判
所
は
明
ら
か
に
し
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
一
方
で
、
学
説
上
、
取
締
役
の
誠
実
性
・
誠
実
義
務
概
念
の
内
容
は
、
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

そ
こ
で
ま
ず
、
取
締
役
の
誠
実
性
・
誠
実
義
務
を
肯
定
的
に
捉
え
る
見
解
に
お
い
て
、
そ
の
根
拠
は
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
の
か

確
認
す
る
。
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取
締
役
の
誠
実
義
務
を
強
調
す
るEisenberg

は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。
誠
実
義
務
は
そ
も
そ
も
立
法
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
て
お
（
（（
（

り
、

そ
の
規
範
的
正
当
性
も
あ
る
と
す
（
（（
（

る
。
す
な
わ
ち
、
責
任
軽
減
や
補
償
に
関
す
る
規
定
等
で
明
示
的
に
誠
実
義
務
が
課
せ
ら
れ
、
ま
た
、
判

例
法
に
お
い
て
も
展
開
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
挙
げ
る
。
そ
し
て
、
誠
実
義
務
の
基
本
概
念
と
規
範
的
正
当
性
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
論
じ

る
。
ま
ず
基
本
概
念
に
つ
い
て
は
、
第
一
に
、
主
観
的
な
正
直
さ
、
な
い
し
誠
意
。
第
二
に
、
業
務
執
行
を
す
る
上
で
適
用
さ
れ
る
一
般
的

に
受
け
入
れ
ら
れ
た
品
位
の
基
準
に
反
し
て
い
な
い
こ
と
。
第
三
に
、
一
般
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
基
本
的
な
会
社
の
規
範
に
反
し
て

い
な
い
こ
と
。
第
四
に
、
職
務
へ
の
忠
誠
を
挙
げ
（
（（
（

る
。
一
方
、
規
範
的
正
当
性
に
つ
い
て
（
（（
（

も
、
第
一
に
、
従
来
の
注
意
義
務
や
忠
実
義
務
で

カ
バ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
不
適
切
な
業
務
執
（
（（
（

行
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
る
。第
二
に
、注
意
義
務
や
忠
実
義
務
は
、様
々
な
方
法（
経

営
判
断
原
則
の
適
用
や
完
全
な
公
正
性
の
証
明
）
に
よ
っ
て
そ
の
義
務
違
反
が
限
定
さ
れ
る
が
、
誠
実
義
務
違
反
の
場
合
に
は
そ
の
よ
う
な

制
限
す
る
原
理
が
な
（
（（
（

い
。
第
三
に
、
注
意
義
務
や
忠
実
義
務
は
責
任
ル
ー
ル
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
が
、
誠
実
義
務
は
取
締
役
に
責
任
が
課

さ
れ
な
い
ル
ー
ル
の
適
用
の
条
件
と
し
て
機
能
す
る
。
第
四
に
、
誠
実
義
務
は
裁
判
所
に
社
会
・
ビ
ジ
ネ
ス
規
範
に
対
応
す
る
た
め
の
信
認

義
務
を
新
た
に
作
り
出
す
根
拠
に
な
る
と
す
る
。Eisenberg

は
、
会
社
法
を
含
め
て
法
と
い
う
も
の
は
社
会
状
況
や
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の
変

化
に
対
応
し
て
、
逐
次
変
化
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
、
そ
の
変
化
に
よ
っ
て
新
し
い
特
定
の
信
認
義
務
が
作
り
出
さ
れ
、
い
く
つ

か
の
事
案
で
は
、
そ
れ
は
注
意
義
務
や
忠
実
義
務
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
て
き
た
が
、
逆
に
そ
れ
ら
の
義
務
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
得
な
い

も
の
も
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
事
案
の
と
き
に
、
誠
実
義
務
は
新
た
な
義
務
を
作
り
出
す
原
理
を
提
供
し
て
く
れ
る
も
の
で
あ
り
、

そ
の
例
と
し
て
、
自
己
利
益
を
図
る
場
合
で
は
な
い
と
き
の
公
平
義
務
が
挙
げ
ら
れ
る
と
す
（
（（
（

る
。

　

こ
の
よ
う
な
根
拠
に
よ
っ
て
導
か
れ
る
取
締
役
の
誠
実
性
・
誠
実
義
務
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
、
学
説
は
ど
の
よ
う
に
論
じ
て
き
た
の

か
。
以
下
で
は
、
取
締
役
の
誠
実
性
・
誠
実
義
務
の
内
容
を
整
理
す
る
。
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（
一
）
意
図
的
な
法
令
違
反
が
誠
実
性
の
欠
如
と
す
る
見
解

　

明
示
的
に
、
取
締
役
の
誠
実
性
に
つ
い
て
述
べ
て
い
な
い
も
の
の
、
具
体
的
な
内
容
を
示
唆
す
る
も
の
と
し
て
、A

LI

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・

ガ
バ
ナ
ン
ス
原
理
が
挙
げ
ら
れ
る
。
同
原
理
四
．
〇
一
条
（
ｃ
）
項
は
、
経
営
判
断
原
則
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
部
分
で
あ
る
が
、
そ
こ
で

は
「
誠
実
に
経
営
判
断
を
な
し
た
取
締
役
又
は
役
員
は
、
取
締
役
又
は
役
員
が
以
下
に
掲
げ
る
場
合
で
あ
れ
ば
、
本
条
の
下
で
の
義
務
を
履

行
す
る
こ
と
に
な
る
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、「
誠
実
に
」
と
い
う
部
分
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
に
お
い
て
、以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
「
誠
実
性
と
利
害
関
係
の
な
い
判
断
は
経
営
判
断
原
則
の
セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー
に
入
る
た
め
の
要
件
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
確
立
し
て
い
る
。

　

取
締
役
及
び
役
員
の
取
引
に
関
す
る
判
断
が
な
さ
れ
た
と
い
う
下
で
、
彼
ら
の
義
務
と
そ
の
基
準
は
、
も
し
取
締
役
及
び
役
員
の
個
人

的
利
益
と
会
社
の
利
益
と
が
衝
突
し
て
い
れ
ば
、
か
な
り
異
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
第
二
巡
回
区
裁
判
所
がT

readw
ay

事
件

判
（
（（
（

決
で
示
し
た
よ
う
に
、
取
締
役
の
行
為
を
問
題
に
し
た
人
物
が
、
当
該
取
締
役
は
利
害
関
係
が
あ
っ
た
た
め
に
経
営
判
断
原
則
の
不
適
用

の
主
張
立
証
責
任
を
果
た
し
た
と
こ
ろ
、
当
該
取
引
が
会
社
に
と
っ
て
公
正
か
つ
合
理
的
な
も
の
で
あ
っ
た
か
の
証
明
責
任
は
取
締
役
に
移

転
す
る
と
し
た
。

　

…
故
意
に
会
社
に
法
令
違
反
を
さ
せ
る
と
い
う
判
断
へ
の
経
営
判
断
原
則
の
適
用
の
誠
実
性
の
制
約
は§

4.01 (a) first paragraph, 

Com
m

ent d.

で
論
じ
（
（（
（

た
。」

　

こ
こ
で
は
、
取
締
役
と
の
利
害
関
係
の
あ
る
取
引
に
つ
い
て
と
、
誠
実
性
の
制
約
は
故
意
に
会
社
を
し
て
法
令
違
反
行
為
を
さ
せ
る
と
い

う
判
断
に
つ
い
て
言
及
す
る
。
そ
し
て
、コ
メ
ン
ト
に
記
載
さ
れ
て
い
る§

4.01 first paragraph, Com
m

ent d.

は
、四
．
〇
一
条
と
二
．

〇
一
条
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

　
「§
2.01

は『
会
社
の
目
的
と
行
為
』に
つ
い
て
の
原
理
を
規
定
し
て
い
る
。
役
員
及
び
取
締
役
は§

2.01

に
従
っ
て
行
動
す
べ
き
で
あ
る
。

取
締
役
又
は
役
員
の
機
能
を
『
誠
実
に
』
履
行
す
る
義
務
に
は
、§

2.01

に
従
っ
て
行
動
す
る
義
務
が
含
ま
れ
る
。
一
般
的
に
、§

2.01

で
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述
べ
ら
れ
て
い
る
原
理
及
び
（§

4.01 (a)

で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
）
会
社
の
最
善
の
利
益
は
一
致
す
る
の
で
あ
る
。

　

…
利
益
増
加
の
概
念
も
ま
た
、会
社
に
『
自
然
人
と
同
程
度
で
、法
令
の
範
囲
内
で
行
動
す
る
』
こ
と
を
義
務
づ
け
て
い
る§

2.01 (b) (

（
（（
（1)

に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
て
い
る
。§

2.01

に
従
っ
て
、
取
締
役
及
び
役
員
は
会
社
の
法
令
遵
守
義
務
に
関
す
る
監
視
義
務
を
負
い
、
こ
れ
ら
の

義
務
は§

4.01 (b)
に
従
っ
て
履
行
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

…
同
様
に
、
取
締
役
又
は
役
員
は
、
も
し
、
故
意
に
会
社
に
法
令
を
遵
守
さ
せ
な
け
れ
ば
彼
ら
の
機
能
を
『
誠
実
に
』
履
行
す
る
義
務
に

違
反
す
る
の
で
あ
（
（（
（

る
。」

　

こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
、取
締
役
や
役
員
の
誠
実
性
は
、取
締
役
又
は
役
員
の
法
令
遵
守
義
務
と
の
関
連
で
登
場
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

し
た
が
っ
て
、A

LI

の
コ
メ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
会
社
に
故
意
に
法
令
違
反
行
為
を
さ
せ
る
判
断
を
行
っ
た
場
合
は
、
取
締
役
の
誠
実
性
の

欠
如
を
構
成
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
、
他
の
学
説
に
お
い
て
も
、
経
営
判
断
原
則
と
の
関
係
上
、
取
締
役
が
詐
欺
、
利
益
相
反
又
は
法
令
違
反
行
為
を
行
っ
た
と
証
明
さ

れ
た
場
合
に
は
、
取
締
役
は
誠
実
に
行
動
し
て
い
た
と
の
推
定
が
覆
る
と
述
べ
る
見
解
（
（（
（

や
、
取
締
役
が
意
図
的
な
法
令
違
反
を
行
っ
た
場
合

に
は
、
反
証
可
能
な
不
誠
実
の
推
定
が
働
く
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
見
解
も
あ
（
（（
（

る
。

　

意
図
的
な
法
令
違
反
行
為
と
の
関
係
で
取
締
役
の
誠
実
性
・
誠
実
義
務
を
捉
え
る
見
解
は
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
裁
判
所
の
見
解
と
も
部
分
的

に
符
合
す
る
。D

isney

事
件
の
衡
平
法
裁
判
所
判
決
で
は「
不
誠
実
で
あ
る
こ
と
は
、…『
適
用
さ
れ
う
る
実
定
法
に
違
反
す
る
こ
と
を
知
っ

て
な
す
行
為
』
と
し
て
定
義
さ
れ
る
。」
と
判
示
さ
れ
て
お
り
、
不
誠
実
な
行
為
の
一
つ
と
し
て
、
故
意
に
会
社
を
し
て
法
令
違
反
行
為
を

さ
せ
る
判
断
も
含
ま
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
見
解
は
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
一
般
会
社
法
一
〇
二
条
（
ｂ
）
項
（
七
）
と
矛
盾
す
る
。
同
条
は
、
免
責
が
認
め
ら
れ
な

い
例
外
事
由
と
し
て「（
ⅱ
）誠
実
に
な
さ
れ
な
か
っ
た
作
為
も
し
く
は
不
作
為
又
は
意
図
的
な
不
正
行
為
も
し
く
は
故
意
の
法
令
違
反
行
為
」
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と
定
め
て
お
り
、
条
文
上
、「
誠
実
に
な
さ
れ
な
か
っ
た
作
為
も
し
く
は
不
作
為
」
と
「
故
意
の
法
令
違
反
」
と
を
区
別
し
て
い
る
こ
と
と

整
合
性
が
と
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

（
二
）
取
締
役
の
主
観
的
動
機
を
問
題
と
す
る
見
解

　

取
締
役
の
誠
実
性
を
主
観
的
動
機
の
問
題
と
捉
え
る
見
解
と
し
てSale

の
見
解
が
あ
る
。Sale

は
、ま
ず
取
締
役
の
信
認
義
務
に
つ
い
て
、

注
意
義
務
・
忠
実
義
務
・
誠
実
義
務
は
そ
れ
ぞ
れ
重
な
り
得
る
概
念
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
前
提
と
す
（
（（
（

る
。
つ
ま
り
、
あ
る
一
つ
の
行
為
等

が
同
時
に
不
忠
実
に
も
な
る
し
、
不
誠
実
も
な
り
得
る
と
す
（
（（
（

る
。
不
誠
実
は
、
受
認
者
の
無
関
心
（indifference

）
又
は
受
任
者
が
提
案

す
る
取
引
の
内
容
の
ひ
ど
さ
（egregiousness

）
に
焦
点
を
当
て
る
と
述
べ
（
（（
（

る
。
し
た
が
っ
て
、
単
な
る
経
営
の
失
敗
で
は
誠
実
性
違
反

に
は
不
充
分
で
あ
り
、
受
認
者
が
誠
実
な
人
物
で
あ
れ
ば
承
認
で
き
な
い
支
出
に
つ
い
て
、
独
立
し
、
か
つ
利
害
関
係
が
な
け
れ
ば
、
誠
実

義
務
違
反
と
な
る
が
、
必
ず
し
も
忠
実
義
務
違
反
と
な
ら
な
（
（（
（

い
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
は
誠
実
義
務
違
反
が
認
定
さ
れ
れ
ば
忠
実
義
務
違
反
を

構
成
す
る
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
し
て
、誠
実
義
務
が
独
立
し
た
義
務
で
あ
る
と
考
え
る
と
、故
意
の
無
関
心
な
行
為
や
取
引
で
あ
っ

て
も
、
利
害
が
衝
突
し
て
い
な
い
場
合
も
規
制
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
指
摘
す
（
（（
（

る
。
そ
う
す
る
と
、
受
認
者
の
職
務
の
故
意
の
無
関
心

や
、
受
認
者
の
義
務
又
は
役
割
の
意
図
的
な
破
壊
（subversion

）
は
不
誠
実
の
領
域
に
含
ま
れ
る
と
述
べ
（
（（
（

る
。

　

Sale

は
、
不
誠
実
は
、
受
認
者
の
無
関
心
又
は
受
任
者
が
提
案
す
る
取
引
の
内
容
の
ひ
ど
さ
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
に
な
る
と
指
摘
す

る
が
、
そ
の
「
ひ
ど
さ
」
の
定
義
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、Sale

は
重
過
失
に
よ
る
注
意
義
務
違
反
と
、
そ
れ
よ
り
「
ひ

ど
い
」
も
の
と
の
間
に
線
引
き
が
で
き
な
け
れ
ば
誠
実
性
を
独
立
し
た
義
務
と
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
す
（
（（
（

る
。
そ
し
て
、
誠
実
義
務
違
反

に
は
、
か
な
り
の
無
謀
（severely reckless

）、
ま
た
は
意
図
的
な
行
為
と
見
ら
れ
る
よ
う
な
動
機
に
基
づ
く
主
張
が
必
要
で
あ
る
と
指

摘
す
（
（（
（

る
。
つ
ま
り
、Sale

は
こ
こ
で
動
機
（m

otive

）
を
重
視
す
る
。
そ
し
て
、
完
全
な
職
務
放
棄
（
意
図
的
又
は
故
意
の
無
関
心
）
は
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誠
実
性
に
関
す
る
責
任
を
発
生
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
す
る
と
、
次
に
問
題
と
な
る
の
は
、
完
全
な
職
務
放
棄
と
は
ど
の
よ
う
な
場
合

を
指
す
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、Sale

は
、
連
邦
証
券
法10b-5

に
規
定
さ
れ
るscienter

（
故
意
）
の
概
念

を
参
考
に
す
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
（
（（
（

る
。
連
邦
証
券
法10b-5

に
関
す
る
判
例
に
お
い
て
（
（（
（

は
、
不
実
開
示
に
関
す
る
被
告
の
内
心
の
状
態
に
焦

点
が
当
て
ら
れ
て
き
た
が
、
特
に
、N

ovak v. K
asaks

事
件
判
（
（（
（

決
に
注
目
す
る
。
同
判
決
に
よ
る
と
、scienter

の
要
件
を
満
た
す
か
ど

う
か
は
、
①
目
的
と
し
た
詐
欺
に
よ
り
被
告
が
個
人
的
利
益
を
得
た
か
否
か
、
②
故
意
に
違
法
行
為
を
行
っ
た
か
（
な
お
、Sale

は
、
こ

れ
に
は
全
く
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
な
か
っ
た
か
、
会
社
内
の
シ
ス
テ
ム
の
結
果
を
無
視
し
た
も
の
も
含
む
と
考
え
て

い
（
（（
（

る
）、
③
開
示
書
類
が
不
正
確
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
ま
た
は
そ
れ
を
示
す
情
報
に
接
し
た
か
、
④
取
締
役
は
監
視
義
務
を
負
う
と
い
う

こ
と
を
確
認
し
な
か
っ
た
か
否
か
で
判
断
す
る
と
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
基
準
を
誠
実
義
務
違
反
を
構
成
す
る
か
否
か
の
基
準
と
し
て
参
考

と
す
る
。
他
方
、
こ
れ
を
連
邦
証
券
法
の
側
か
ら
検
討
す
る
と
、
そ
も
そ
もscienter

の
意
義
に
関
し
、「
無
謀
（reckless

）」
な
行
為
は

「scienter

」
を
構
成
す
る
と
さ
れ
（
（（
（

る
。
判
例
に
お
い
て
、
こ
の
文
脈
に
お
け
る
無
謀
な
行
為
は
、「
か
な
り
不
合
理
」
な
行
為
や
、
被
告
が

危
険
性
を
知
っ
て
い
た
か
、
そ
れ
を
認
識
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
よ
う
な
ほ
ど
、「
通
常
の
注
意
を
基
準
を
は

る
か
に
逸
脱
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
」
を
示
す
行
為
を
意
味
す
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
（
（（
（

る
。Sale

の
見
解
を
前
提
と
す
る
と
、
不
誠
実
（bad 

faith

）、
故
意
（scienter

）、
無
謀
（reckless

）
が
類
似
概
念
と
な
（
（（
（

る
。

　

し
か
し
、
こ
の
見
解
に
対
し
て
は
、
第
一
に
、
い
ず
れ
も
故
意
に
取
締
役
が
注
意
を
払
わ
な
い
で
行
動
し
た
責
任
と
捉
え
ら
れ
る
た
め
、

判
例
の
枠
組
み
と
矛
盾
す
る
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ
（
（（
（

る
。
第
二
に
、こ
の
見
解
も
、デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
一
般
会
社
法
一
〇
二
条（
ｂ
）項（
七
）

の
文
言
と
乖
離
す
る
。
す
な
わ
ち
、
同
条
項
は
「
誠
実
に
な
さ
れ
な
か
っ
た
作
為
も
し
く
は
不
作
為
又
は
意
図
的
な
不
正
行
為
も
し
く
は
故

意
の
法
令
違
反
行
為
」
と
規
定
さ
れ
、「
誠
実
に
な
さ
れ
な
か
っ
た
作
為
も
し
く
は
不
作
為
」
と
「
意
図
的
な
不
正
行
為
」
と
分
け
て
定
め

ら
れ
て
い
る
が
、Sale

が
述
べ
る
よ
う
に
、誠
実
に
な
さ
れ
な
か
っ
た
作
為
も
し
く
は
不
作
為
が
故
意
に
よ
る
（
不
正
）
行
為
と
考
え
る
と
、
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そ
の
概
念
が
近
接
し
た
も
の
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

（
三
）
主
に
構
造
的
バ
イ
ア
ス
（structual bias

）
と
関
係
す
る
概
念
で
あ
る
と
す
る
見
解

　

こ
の
見
解
は
、H

ill and M
cD

onnell

に
よ
る
見
解
で
あ
る
。H

ill and M
cD

onnell

は
、
そ
も
そ
も
信
認
義
務
概
念
に
関
し
て
、
注
意

義
務
・
忠
実
義
務
・
誠
実
義
務
が
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
信
認
義
務
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
伝
統
的
に
は
忠
実
義
務
を
上
位
概
念

と
し
て
、
そ
の
下
位
要
素
と
し
て
注
意
義
務
が
捉
え
ら
れ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
誠
実
義
務
に
つ
い
て
も
、
忠
実
義
務
と
い
う
上
位
概
念
の

中
に
誠
実
義
務
が
含
ま
れ
る
と
捉
え
る
。
判
例
に
お
い
て
も
注
意
義
務
と
忠
実
義
務
の
中
間
領
域
が
問
題
と
さ
れ
、
注
意
義
務
は
基
本
的
に

忠
実
義
務
に
含
ま
れ
、
取
締
役
や
役
員
は
会
社
の
最
善
の
利
益
を
積
極
的
に
追
求
す
る
義
務
を
有
し
（
広
義
の
忠
実
義
務
）、
注
意
義
務
と

会
社
と
取
締
役
と
の
間
の
利
害
関
係
が
衝
突
す
る
場
面
で
問
題
と
な
る
忠
実
義
務
（
狭
義
の
忠
実
義
務
）
が
あ
り
、
誠
実
義
務
は
こ
の
義
務

の
別
々
の
側
面
を
述
べ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
と
論
じ
（
（（
（

る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
事
案
ご
と
に
述
べ
ら
れ
る
義
務
が
異
な
り
、
狭
義
の
忠
実
義

務
は
、
具
体
的
な
利
害
関
係
の
衝
突
が
あ
る
場
合
に
問
題
と
な
り
、
注
意
義
務
は
積
極
的
に
会
社
利
益
を
追
求
し
て
い
な
い
場
合
に
問
題
と

な
り
、
誠
実
義
務
は
構
造
的
バ
イ
ア
ス
（structual bia
（
（（
（s
）
が
発
生
す
る
よ
う
な
場
合
に
問
題
と
な
る
と
す
る
。
そ
の
よ
う
な
構
造
的
バ

イ
ア
ス
が
発
生
す
る
事
案
に
お
い
て
、誠
実
義
務
が
中
間
媒
介
的
な
信
認
義
務
を
提
供
す
る
と
す
（
（（
（

る
。
そ
し
て
、以
上
の
理
解
を
踏
ま
え
て
、

誠
実
義
務
が
問
題
と
な
る
要
件
に
つ
い
て
以
下
の
二
つ
を
指
摘
す
る
。

　

す
な
わ
ち
、
①
判
断
自
体
が
、
取
締
役
、
役
員
、
支
配
株
主
と
会
社
の
利
益
と
が
反
す
る
利
益
を
有
す
る
と
い
う
懸
念
が
あ
る
場
合
に
、

会
社
の
利
益
に
反
す
る
バ
イ
ア
ス
に
よ
っ
て
価
格
判
断
が
な
さ
れ
そ
う
な
構
造
的
要
因
が
あ
る
こ
と
、②
そ
の
構
造
的
要
因
に
影
響
を
受
け
、

取
締
役
が
判
断
を
す
る
に
当
た
っ
て
重
過
失
が
あ
る
こ
と
、
と
い
う
こ
と
を
挙
げ
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
を
前
提
と
す
れ
ば
、D

isney

事
件
判
決
に
は
適
合
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
そ
の
よ
う
に
事
案
ご
と
に
問
題
と
な
る
義
務
を
区
別
す
る
理
由
と
し
て
、
異
な
っ
た
手
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続
的
要
求
・
立
証
責
任
を
設
定
す
る
た
め
で
あ
る
と
指
摘
す
（
（（
（

る
。

　

ま
た
、
伝
統
的
な
忠
実
義
務
（
狭
義
の
忠
実
義
務
）
違
反
を
構
成
し
な
い
過
失
あ
る
事
案
を
誠
実
義
務
に
よ
っ
て
捉
え
よ
う
と
す
る
。
そ

し
て
、
そ
の
よ
う
な
事
案
と
し
て
、
前
述
し
た
構
造
的
バ
イ
ア
ス
が
現
れ
る
よ
う
な
場
合
や
、
伝
統
的
な
忠
実
義
務
違
反
を
構
成
し
な
い
取

締
役
等
の
自
己
利
益
を
追
求
す
る
企
業
買
収
防
衛
の
事
案
、
監
督
不
充
分
の
事
案
、
違
法
行
為
を
直
接
行
っ
た
事
案
を
挙
げ
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
場
合
、
違
法
行
為
を
直
接
行
っ
た
場
合
に
は
、
誠
実
義
務
違
反
を
構
成
し
、
取
締
役
が
自
ら
の
警
戒
の
欠
如
を
認
識
し
て
い
る
こ
と
を
理

由
に
、
誠
実
義
務
違
反
と
な
る
と
説
明
す
（
（（
（

る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
見
解
に
対
し
て
は
、
誠
実
義
務
違
反
に
よ
る
責
任
の
範
囲
が
曖
昧
と
な
り
、
か
つ
そ
れ
に
よ
っ
て
訴
訟
の
増
加
、

訴
訟
コ
ス
ト
の
増
加
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
の
批
判
が
見
ら
れ
（
（（
（

る
。
ま
た
、
当
初
は
構
造
的
バ
イ
ア
ス
の
事
案
で
誠
実
義
務
が
問
題
と
な
る
と

し
て
い
た
が
、Stone v. Ritter

事
件
判
決
の
よ
う
に
監
督
責
任
が
問
題
と
さ
れ
る
事
案
で
も
誠
実
義
務
が
問
題
と
な
る
に
つ
れ
て
、
当
初

の
見
解
と
の
乖
離
が
見
ら
れ
、
一
貫
し
た
説
明
が
な
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
問
題
も
あ
る
。

（
四
）
忠
実
義
務
の
下
位
要
素
で
あ
る
と
す
る
見
解

　

取
締
役
の
信
認
義
務
の
う
ち
、
忠
実
義
務
と
の
関
係
で
、
取
締
役
の
誠
実
性
が
問
題
と
な
る
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
、

従
来
の
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
衡
平
法
裁
判
所
に
お
け
る
考
え
方
で
あ
り
、Stone v. Ritter

事
件
判
決
に
お
け
る
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
最
高
裁
判
所
の

誠
実
性
・
誠
実
義
務
概
念
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
こ
の
見
解
は
取
締
役
の
誠
実
義
務
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
は
な
い
が
、

デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
一
般
会
社
法
一
〇
二
条
（
ｂ
）
項
（
七
）
の
制
定
当
初
、
そ
の
規
定
に
お
け
る
誠
実
性
の
概
念
に
関
し
て
、
一
般
的
に
忠
実

義
務
と
密
接
に
関
連
し
、
忠
実
義
務
の
問
題
の
前
提
と
し
て
言
及
さ
れ
て
い
（
（（
（

る
。

　

例
え
ば
、Guth v. Loft Inc.

事
件
判
（
（（
（

決
に
お
い
て
は
、「
会
社
に
対
す
る
直
向
き
か
つ
利
他
的
な
忠
実
性
を
要
求
す
る
ル
ー
ル
は
、
義
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務
と
自
己
利
益
と
の
間
の
衝
突
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
要
求
す
る
。
正
直
で
、
誠
実
か
つ
忠
実
な
行
為
の
要
求
は
さ
ま
ざ
ま

存
在
し
、
困
難
で
は
な
く
か
つ
確
固
た
る
ル
ー
ル
が
定
式
化
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
。
忠
実
性
の
基
準
は
、
固
定
さ
れ
て
い
な
い
ス
ケ
ー
ル

で
評
価
さ
れ
る
の
で
あ
る
。」
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
忠
実
義
務
と
誠
実
性
が
密
接
に
関
連
し
て
い
る
こ
と
を
示
唆
す
（
（（
（

る
。
ま
た
、
他
に
も

Singer v. M
agnavox

事
件
判
（
（（
（

決
に
お
い
て
も
、「
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
の
裁
判
所
は
長
き
に
わ
た
り
、
そ
こ
で
設
立
さ
れ
た
会
社
の
内
部
事
項

を
統
治
す
る
高
い
基
準
に
言
及
し
、
か
つ
強
制
し
て
き
た
。
特
に
、
信
認
関
係
が
審
査
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
そ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、
デ

ラ
ウ
ェ
ア
州
法
で
は
、
会
社
の
役
員
や
取
締
役
及
び
支
配
株
主
は
会
社
や
そ
の
少
数
派
株
主
に
対
し
て
、
正
直
に
振
る
舞
う
義
務
、
忠
実
義

務
、
誠
実
義
務
、
公
平
義
務
を
負
っ
て
い
る
。」
と
判
示
さ
れ
、
忠
実
義
務
の
文
脈
で
誠
実
性
が
登
場
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
れ
ら

の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
誠
実
性
に
関
す
る
ガ
イ
ド
と
し
て
有
用
な
も
の
と
は
な
っ
て
い
な
い
が
、
忠
実
義
務
と
の
関
係
か
ら
、
誠
実
性
を
要

求
す
る
こ
と
の
一
端
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
（
（（
（

る
。

（
五
）
誠
実
義
務
は
注
意
義
務
と
忠
実
義
務
双
方
と
関
係
す
る
と
す
る
見
解

　
（
四
）
の
見
解
は
、
取
締
役
の
誠
実
性
・
誠
実
義
務
は
、
忠
実
義
務
概
念
と
の
関
係
で
登
場
す
る
も
の
で
あ
り
、
忠
実
義
務
の
下
位
要
素

と
し
て
誠
実
性
・
誠
実
義
務
を
捉
え
る
。
つ
ま
り
、「
誠
実
性
が
欠
如
す
る
」
と
か
「
誠
実
義
務
に
違
反
す
る
」
と
い
う
こ
と
が
認
定
さ
れ

れ
ば
、
取
締
役
の
忠
実
義
務
違
反
と
な
る
と
す
る
見
解
で
あ
る
。
し
か
し
一
方
で
、
取
締
役
の
誠
実
性
は
、
経
営
判
断
原
則
と
の
関
係
で
も

問
題
と
な
る
こ
と
か
ら
、忠
実
義
務
に
つ
い
て
の
み
関
係
す
る
概
念
で
は
な
く
、注
意
義
務
と
の
関
係
で
も
問
題
と
な
る
と
す
る
見
解
が
あ
る
。

【
１
】Rosenberg

の
見
解

　

Rosenberg

は
、
取
締
役
の
誠
実
義
務
は
契
約
上
の
誠
実
義
務
と
同
じ
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
見
解
は
、
会
社
の
取
締
役
の
誠
実
義



企業不祥事と取締役の民事責任（３）

北法61（5・29）1705

務
は
定
款
や
実
定
法
の
要
求
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
理
解
に
沿
っ
て
、
義
務
を
履
行
す
る
こ
と
で
あ
る
と
す
（
（（
（

る
。
つ
ま
り
、
誠
実
性
は
、
単

に
、
取
締
役
が
自
ら
の
義
務
を
正
直
に
履
行
す
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
と
指
摘
す
（
（（
（

る
。
そ
し
て
、
誠
実
性
は
す
べ
て
の
義
務

に
包
摂
さ
れ
る
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
（
（（
（

る
。
会
社
の
定
款
規
定
に
従
う
こ
と
を
約
し
た
取
締
役
は
誠
実
に
そ
れ
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
（
（（
（

い
。
す
な
わ
ち
、
取
締
役
は
正
直
に
忠
実
た
ろ
う
と
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
注
意
を
尽
く
し
て
ベ
ス
ト
を
尽
く
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
（
（（
（

い
。
結
局
、
誠
実
性
は
単
に
当
事
者
が
定
款
や
契
約
に
よ
っ
て
課
せ
ら
れ
た
義
務
を
履
行
し
た
か
ど
う
か
を
解
釈
す
る
方
法
に
過
ぎ

な
（
（（
（

い
。
自
ら
の
利
益
を
追
求
す
る
こ
と
が
受
認
者
の
義
務
に
関
し
て
誠
実
に
行
動
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の
で
、
会
社
の
受
認
者
は
自
ら

の
利
益
を
追
求
し
な
い
こ
と
に
な
（
（（
（

る
。
誠
実
性
の
意
味
も
そ
れ
と
同
じ
で
あ
り
、
会
社
の
受
認
者
は
故
意
に
株
主
の
利
益
に
反
し
て
行
動
す

る
こ
と
は
で
き
な
（
（（
（

い
。
誠
実
性
を
契
約
又
は
他
の
種
類
の
義
務
を
解
釈
す
る
た
め
の
道
具
で
あ
る
と
見
る
な
ら
ば
、
誠
実
義
務
は
デ
ラ
ウ
ェ

ア
州
衡
平
法
裁
判
所
が
考
え
て
い
る
よ
う
な
忠
実
義
務
の
下
位
要
素
で
あ
る
と
か
、
包
摂
す
る
も
の
と
は
見
る
こ
と
は
で
き
な
（
（（
（

い
。
誠
実
に

行
動
す
る
義
務
は
忠
実
義
務
よ
り
も
広
く
、
そ
の
義
務
は
、
取
締
役
が
同
意
し
た
他
の
義
務
と
同
様
、
注
意
義
務
や
忠
実
義
務
を
含
む
取
締

役
に
課
せ
ら
れ
た
す
べ
て
の
義
務
に
適
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
す
（
（（
（

る
。
か
つ
て
、
衡
平
法
裁
判
所
は
、
少
な
く
と
も
、
取
締
役
の
注
意
義

務
違
反
が
単
な
る
過
失
に
と
ど
ま
ら
な
い
行
為
を
含
む
違
反
で
あ
っ
た
場
合
に
は
、取
締
役
に
責
任
を
課
す
こ
と
が
で
き
る
と
判
断
し
た
が
、

そ
れ
は
実
際
に
は
不
誠
実
の
レ
ベ
ル
の
問
題
で
あ
っ
（
（（
（

た
。
そ
し
て
、D

isney

事
件
判
決
に
つ
い
て
も
、
過
大
な
報
酬
を
決
定
し
た
こ
と
が

問
題
と
さ
れ
て
い
た
が
、
取
締
役
が
不
忠
実
に
行
動
し
た
と
い
う
こ
と
を
示
す
も
の
は
な
（
（（
（

い
。
結
局
、
誠
実
性
は
単
に
取
締
役
が
自
ら
の
義

務
を
正
直
に
履
行
す
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
と
す
（
（（
（

る
。

【
２
】Reed and N

eiderm
an

の
見
解

　

Reed and N
eiderm

an

の
見
解
は
、
少
な
く
と
も
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
衡
平
法
裁
判
所
に
お
け
る
誠
実
性
概
念
に
関
す
る
立
場
を
除
き
、
取
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締
役
の
誠
実
性
は
、
忠
実
義
務
だ
け
で
は
な
く
注
意
義
務
と
関
係
す
る
と
指
摘
す
る
。
誠
実
性
の
基
準
は
、
多
く
の
場
合
、
注
意
の
概
念
と

忠
実
性
の
概
念
と
の
橋
渡
し
役
と
な
り
、
誠
実
義
務
は
取
締
役
の
注
意
義
務
と
忠
実
義
務
の
両
方
の
基
本
と
な
る
概
念
で
あ
る
と
い
え
る
。

結
局
、
注
意
義
務
違
反
が
不
誠
実
性
の
問
題
を
生
じ
さ
せ
た
り
、
忠
実
性
の
問
題
を
生
じ
さ
せ
た
り
す
る
か
は
、
当
該
義
務
違
反
の
大
き
さ

や
誠
実
さ
に
依
存
す
る
も
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
す
（
（（
（

る
。
例
え
ば
、J.P.Steven

事
件
判
決
に
お
い
て
も
、A

llen

判
事
は
、
経
営
判
断
原

則
の
文
脈
に
お
い
て
、
取
締
役
の
誠
実
性
は
、
あ
る
判
断
が
あ
ま
り
に
合
理
的
な
判
断
の
領
域
を
超
え
て
し
ま
っ
て
、
本
質
的
に
見
て
そ
れ

が
不
誠
実
以
外
で
説
明
で
き
な
い
よ
う
な
場
合
に
推
定
さ
れ
る
と
判
示
し
た
こ
と
を
引
き
合
い
に
出
し
て
い
（
（（（
（

る
。
誠
実
性
の
定
義
は
、
忠
実

性
の
要
素
と
し
て
も
機
能
し
、
広
く
柔
軟
な
概
念
で
あ
る
が
、
一
方
で
、
特
定
の
注
意
義
務
違
反
で
も
関
係
す
る
と
指
摘
す
（
（（（
（

る
。

【
３
】H

intm
ann

の
見
解

　

H
intm

ann

は
、
歴
史
的
に
見
て
、
取
締
役
の
誠
実
義
務
は
注
意
義
務
や
忠
実
義
務
を
取
締
役
が
満
た
し
て
い
る
か
否
か
を
裁
判
所
が
審

査
す
る
も
の
の
中
に
含
ま
れ
て
い
た
が
、
も
し
、
裁
判
所
が
取
締
役
が
注
意
義
務
や
忠
実
義
務
の
一
つ
で
も
履
行
し
て
い
な
い
と
判
断
す
る

と
、
誠
実
義
務
違
反
が
あ
っ
た
か
否
か
を
判
断
す
る
必
要
が
な
か
っ
た
と
指
摘
し
た
上
で
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
問
題
と
な
っ
て
こ
な
か
っ
た

と
す
（
（（（
（

る
。
し
か
し
、
取
締
役
の
誠
実
性
に
つ
い
て
の
裁
判
所
の
判
断
は
注
意
義
務
や
忠
実
の
分
析
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
と
指
摘
し
、
そ
れ

は
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
一
般
会
社
法
一
〇
二
条
（
ｂ
）
項
（
七
）
と
の
関
係
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
と
述
べ
（
（（（
（

る
。
そ
し
て
、「
誠
実
性
」
は
注
意

義
務
と
忠
実
義
務
の
審
査
に
お
い
て
、
そ
の
両
方
に
跨
が
る
概
念
で
あ
る
と
す
（
（（（
（

る
。

　

い
ず
れ
の
見
解
も
取
締
役
の
誠
実
義
務
（
誠
実
性
）
に
つ
い
て
は
、
一
応
肯
定
す
る
も
の
の
、
そ
の
概
念
は
注
意
義
務
と
忠
実
義
務
の
両

方
の
信
認
義
務
に
関
係
す
る
義
務
で
あ
る
と
し
、
忠
実
義
務
の
下
位
要
素
と
し
て
捉
え
る
立
場
に
批
判
的
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
見
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解
は
誠
実
義
務
概
念
の
内
容
が
曖
昧
な
ま
ま
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
、
他
方
で
取
締
役
の
誠
実
義
務
自
体
否
定
的
に
捉
え
る
見
解
も
あ
る
。
こ
の
見
解
は
、
誠
実
義
務
と
い
う
の
は
実
質
的
基
準
で
は

な
く
、
単
に
修
辞
上
の
道
具
と
し
て
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
（
（（（
（

る
。
こ
の
見
解
は
、
そ
も
そ
も
注
意
義
務
と
忠
実
義
務
自
体
が
曖
昧
で

あ
る
の
に
、
そ
れ
に
加
え
て
誠
実
義
務
を
信
認
義
務
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
る
の
は
困
難
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。

（
六
）
小
括

　

取
締
役
の
誠
実
性
・
誠
実
義
務
に
つ
い
て
の
学
説
を
検
討
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
見
解
も
多
く
、
判
例
法
を
一
貫
し
て
説
明
す
る
こ

と
が
で
き
て
い
な
い
よ
う
に
も
思
え
る
。こ
れ
は
、従
来
の
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
最
高
裁
判
所
と
衡
平
法
裁
判
所
に
お
け
る
見
解
の
相
違
に
繋
が
っ

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
お
そ
ら
く
、従
来
の
取
締
役
の
誠
実
性
に
つ
い
て
は
、意
図
的
な
法
令
違
反
の
場
合
、取
締
役
の
主
観
的
動
機
、

忠
実
義
務
の
下
位
要
素
と
の
関
連
で
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
誠
実
性
概
念
は
、
直
接
的
に
学
説
・
判
例
に
お

い
て
意
識
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
も
の
の
、
断
片
的
に
認
識
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、Sm

ith v. V
anGorkom

事
件
判

決
以
降
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
一
般
会
社
法
一
〇
二
条
（
ｂ
）
項
（
七
）
の
制
定
に
よ
り
、
そ
れ
と
経
営
判
断
原
則
と
の
二
重
の
保
護
に
よ
り
、

事
実
上
、
取
締
役
の
注
意
義
務
は
そ
の
機
能
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
基
本
的
に
忠
実
義
務
が
問
題
と
な
る
類
型
で
な
い
限
り
、
取
締
役

へ
の
責
任
追
及
は
ほ
と
ん
ど
難
し
い
状
態
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
着
目
し
た
の
が
、
取
締
役
の
誠
実
性
と
い
う
概
念
で
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
意
図
的
な
法
令
違
反
の
場
合
、
取
締
役
が
会
社
を
害
そ
う
と
思
っ
て
な
し
た
場
合
の
よ
う
な
主
観
的

動
機
が
問
題
と
な
る
場
合
、
忠
実
義
務
の
下
位
要
素
と
の
関
連
で
問
題
と
な
る
場
合
だ
っ
た
も
の
が
、
よ
り
広
く
、
取
締
役
の
注
意
義
務
の

問
題
の
う
ち
、「
誠
実
性
の
欠
如
」
と
い
う
類
型
を
作
り
出
す
こ
と
で
、
免
責
の
範
囲
外
、
そ
し
て
、
経
営
判
断
原
則
に
よ
る
保
護
の
範
囲
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外
と
な
る
よ
う
な
類
型
を
判
例
が
見
極
め
よ
う
と
し
た
結
果
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
な
判
例
法
理
の
展
開
に
対
し
て
、
学
説
は
、
誠
実
性
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
か
ら
検
討
を
行
っ
て
い
る
途
上
に
あ
る
と
思

わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、多
く
の
学
説
は
取
締
役
の
誠
実
性
・
誠
実
義
務
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
見
解
を
提
唱
し
つ
つ
も
、

事
実
上
、
そ
の
機
能
を
失
っ
て
い
る
注
意
義
務
を
よ
り
実
質
的
な
義
務
と
し
て
復
活
さ
せ
る
方
向
に
働
く
取
締
役
の
誠
実
性
・
誠
実
義
務
を

重
要
視
し
て
い
る
。
こ
の
傾
向
はCarem

ark

事
件
判
決
当
時
は
充
分
に
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
以
降
の
判
例
の

展
開
に
よ
り
、
よ
り
明
確
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
取
締
役
の
誠
実
性
が
監
督
義
務
・
法
令
遵
守
体
制
構
築
義
務
と
結
び
つ

き
、
そ
の
義
務
の
重
要
性
が
よ
り
高
ま
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。Stone v. Ritter

事
件
判
決
が
誠
実
義
務
を
忠
実
義
務
の
下
位
要
素
と

し
て
捉
え
た
結
果
、
取
締
役
の
監
督
義
務
・
法
令
遵
守
体
制
構
築
義
務
違
反
が
誠
実
義
務
を
媒
介
し
て
、
忠
実
義
務
へ
と
位
置
づ
け
ら
れ
た

の
で
あ
る
。
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
取
締
役
の
誠
実
性
や
誠
実
義
務
の
概
念
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
、
ど
の
よ
う
な
機
能
を
果
た
し

て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
ア
メ
リ
カ
法
の
展
開
に
お
け
る
取
締
役
の
尊
重
傾
向
に
対
し
て
、
あ
る
種
の
揺
り
戻
し
が

来
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、そ
れ
は
企
業
不
祥
事
の
続
発
に
よ
る
取
締
役
に
対
す
る
不
信
感
を
背
景
に
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
意
味
で
、
企
業
不
祥
事
を
防
止
す
る
た
め
の
法
令
遵
守
体
制
は
よ
り
重
要
性
を
増
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。

　

し
か
し
、
こ
こ
で
付
言
す
べ
き
こ
と
は
、
確
か
に
、
取
締
役
の
監
督
義
務
・
法
令
遵
守
体
制
構
築
義
務
が
誠
実
義
務
ひ
い
て
は
忠
実
義
務

へ
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
従
来
、
忠
実
義
務
は
取
締
役
と
会
社
と
の
間
で
利
害
関
係
が
衝
突
し
て
い
る
場
面
で
問
題
と
な
る

の
で
あ
っ
て
、そ
の
よ
う
な
場
面
で
は
な
い
、そ
れ
ら
の
義
務
が
果
た
し
て
そ
の
枠
組
み
に
妥
当
す
る
の
か
、と
の
疑
問
が
あ
る
。
そ
こ
で
、

次
節
で
は
、
取
締
役
の
監
督
義
務
を
忠
実
義
務
へ
と
位
置
づ
け
た
こ
と
を
検
討
す
る
。

第
三
節　

取
締
役
の
監
督
義
務
と
忠
実
義
務
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第
一
款　

監
督
義
務
違
反
を
忠
実
義
務
違
反
類
型
と
し
て
捉
え
る
初
期
の
見
解

　

取
締
役
の
誠
実
性
・
誠
実
義
務
はStone v. Ritter

事
件
判
決
に
よ
っ
て
、
忠
実
義
務
の
下
位
要
素
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
た
め
、
取

締
役
の
監
督
義
務
違
反
が
従
来
、
注
意
義
務
違
反
の
問
題
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
も
の
か
ら
、
誠
実
義
務
を
媒
介
に
し
て
、
忠
実
義
務
違
反

の
問
題
へ
と
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、Carem

ark

事
件
判
決
以
前
に
も
、
取
締
役
の
監
督
義
務
を
忠
実
義
務
類

型
と
し
て
捉
え
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
見
解
が
存
在
し
て
い
た
。
そ
こ
で
、
ま
ず
、
こ
の
初
期
の
見
解
に
つ
い
て
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
取
締
役
の
監
督
義
務
を
忠
実
義
務
類
型
と
し
て
捉
え
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
の
は
、Griffi

th Jr.

で
あ
る
。
こ
の
立
場
の
理

論
は
以
下
に
よ
（
（（（
（

る
。

　

そ
も
そ
も
忠
実
義
務
は
、
会
社
の
資
金
で
個
人
的
な
利
益
を
得
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
に
存
在
し
、
加
え
て
、
取
締
役
会
で
の
独
立
し

た
考
え
を
行
わ
せ
る
た
め
に
存
在
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
二
つ
の
存
在
理
由
か
ら
、
忠
実
義
務
違
反
と
な
る
の
は
、
取
締
役
が
会
社
を
見
捨

て
る
場
合
で
あ
る
と
捉
え
、
取
締
役
の
職
務
放
棄
の
事
案
も
、
忠
実
義
務
の
下
で
分
析
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア

州
法
の
背
後
の
政
策
と
も
一
致
す
る
。
こ
こ
に
い
う
「
背
後
の
政
策
」
と
は
、
会
社
法
は
、
強
制
的
に
か
つ
容
赦
な
く
、
積
極
的
に
取
締
役

又
は
役
員
の
義
務
を
履
行
す
る
こ
と
で
、
会
社
の
利
益
を
保
護
す
る
だ
け
で
な
く
、
会
社
に
損
害
を
生
じ
さ
せ
る
よ
う
な
い
か
な
る
行
為
、

会
社
の
技
術
や
能
力
か
ら
得
ら
れ
る
利
益
を
剥
奪
す
る
行
為
又
は
会
社
の
権
能
を
合
理
的
か
つ
合
法
的
に
行
使
さ
せ
な
い
行
為
を
止
め
さ
せ

る
と
い
う
こ
と
を
役
員
又
は
取
締
役
に
求
め
る
と
い
う
ル
ー
ル
を
確
立
し
、
当
該
ル
ー
ル
は
会
社
に
集
中
し
、
滅
私
の
忠
実
さ
を
要
求
す
る

政
策
で
あ
る
。
そ
し
て
、具
体
的
に
、取
締
役
の
監
督
類
型
に
お
け
る
分
析
に
つ
い
て
、取
締
役
が
適
切
に
そ
の
経
営
陣
に
義
務
を
委
譲
し
、

取
締
役
に
も
た
ら
さ
れ
た
情
報
を
信
頼
し
、
状
況
に
よ
っ
て
は
、
取
締
役
会
や
経
営
者
、
ま
た
は
そ
れ
以
外
の
者
を
調
査
し
た
か
ど
う
か
で

判
断
す
べ
き
で
あ
る
と
し
、
取
締
役
の
職
務
放
棄
と
い
え
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
忠
実
義
務
に
よ
る
分
析
を
行
う
。
こ
の
よ
う
に
忠
実
義
務
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の
問
題
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
審
査
基
準
は
完
全
な
公
正
さ
の
テ
ス
ト
に
よ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。

第
二
款　

忠
実
義
務
に
組
み
込
む
に
よ
り
得
ら
れ
る
効
果
と
問
題
点

　

こ
の
よ
う
に
、
取
締
役
の
監
督
義
務
を
忠
実
義
務
に
組
み
込
ん
だ
場
合
に
得
ら
れ
る
効
果
と
は
何
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
そ
の
効
果
に
対

し
て
問
題
点
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。Stone v. Ritter

事
件
判
決
は
、
取
締
役
の
監
督
責
任
が
生
じ
る
要
件
を
満
た
す
と
、
誠
実
に
行
動
し

な
か
っ
た
と
認
定
さ
れ
、
究
極
的
に
は
忠
実
義
務
違
反
に
な
る
と
し
て
お
り
、
従
来
は
取
締
役
と
会
社
と
の
間
で
金
銭
的
な
利
益
相
反
関
係

を
問
題
と
し
て
い
た
忠
実
義
務
概
念
を
拡
張
し
（
（（（
（

た
。

　

従
来
、
注
意
義
務
の
問
題
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
監
督
義
務
に
関
し
て
、
義
務
違
反
が
あ
っ
た
と
認
定
さ
れ
た
場
合
で
も
、
デ
ラ

ウ
ェ
ア
州
一
般
会
社
法
一
〇
二
条
（
ｂ
）
項
（
七
）
の
免
責
規
定
に
基
づ
い
て
定
め
ら
れ
た
定
款
規
定
に
よ
り
、
取
締
役
は
免
責
さ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
監
督
義
務
違
反
が
忠
実
義
務
違
反
を
構
成
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
同
条
の
例
外
事
由
に
該
当
し
、
免
責
さ
れ
な
い
こ
と
に

な
る
。
結
果
的
に
、
そ
れ
は
原
告
が
取
締
役
の
免
責
条
項
に
よ
る
防
御
に
対
し
て
却
下
を
免
れ
る
チ
ャ
ン
ス
を
得
る
こ
と
に
な
（
（（（
（

る
。
監
督
義

務
を
忠
実
義
務
へ
と
組
み
込
む
こ
と
に
よ
る
効
果
は
、
定
款
の
取
締
役
の
免
責
条
項
の
対
象
外
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、一
方
で
、取
締
役
の
監
督
義
務
違
反
は
忠
実
義
務
違
反
を
構
成
す
る
と
し
たStone v. Ritter

事
件
判
決
に
対
し
て
は
、

い
く
つ
か
の
理
論
的
問
題
点
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
る
。

　

第
一
に
、
不
誠
実
な
行
為
が
忠
実
義
務
違
反
と
な
る
た
め
に
満
た
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
他
の
条
件
が
存
在
す
る
の
か
、
と
い
う
点
で

あ
（
（（（
（

る
。Stone v. Ritter

事
件
判
決
で
は
、
誠
実
に
行
動
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
不
誠
実
を
構
成
し
、
最
終
的
に
は
忠
実
義
務
違
反
と
な

る
飛
べ
て
い
る
が
、
不
誠
実
が
証
明
さ
れ
て
も
忠
実
義
務
違
反
と
な
ら
な
い
場
合
が
存
在
す
る
の
か
ど
う
か
が
不
明
で
あ
る
と
す
（
（（（
（

る
。
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第
二
に
、
誠
実
性
を
忠
実
性
に
包
摂
さ
せ
る
と
い
う
理
論
的
帰
結
が
奇
妙
で
あ
（
（（（
（

る
。
忠
実
義
務
は
、
伝
統
的
に
は
被
告
で
あ
る
受
認
者
が

不
適
切
な
財
産
上
の
利
益
を
受
け
取
っ
て
い
た
と
い
う
事
案
を
問
題
に
し
て
お
り
、
そ
の
伝
統
的
な
法
的
救
済
と
い
う
の
は
、
被
告
か
ら
利

益
を
剥
奪
す
る
と
い
う
形
で
行
わ
れ
て
い
（
（（（
（

た
。
し
か
し
、
そ
れ
が
忠
実
義
務
に
誠
実
性
を
包
摂
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
財
産
的
利
益
を
被

告
が
受
け
取
っ
て
い
な
い
事
案
に
ま
で
忠
実
義
務
の
領
域
を
拡
大
し
た
た
め
に
、
そ
の
よ
う
な
事
案
で
は
、
伝
統
的
な
法
的
救
済
が
不
適
当

と
な
る
と
指
摘
さ
れ
（
（（（
（

る
。
つ
ま
り
、
忠
実
義
務
違
反
が
問
題
と
な
っ
た
場
合
に
、
伝
統
的
な
法
的
救
済
で
あ
る
取
引
の
無
効
や
機
会
の
地
位

を
得
る
と
い
う
こ
と
も
監
督
義
務
違
反
＝
忠
実
義
務
違
反
と
い
う
場
合
に
は
、
あ
り
得
な
い
こ
と
に
な
る
。
従
来
か
ら
、
不
誠
実
に
行
動
し

た
と
き
の
責
任
は
、
忠
実
義
務
と
い
う
よ
り
も
注
意
義
務
違
反
の
事
案
で
追
及
さ
れ
る
可
能
性
が
高
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
（
（（（
（

る
。
ま
た
、
誠

実
性
を
忠
実
義
務
に
包
摂
さ
せ
る
概
念
で
あ
る
と
捉
え
る
こ
と
に
な
る
と
、
伝
統
的
な
忠
実
性
が
考
え
て
い
な
か
っ
た
因
果
関
係
の
問
題
が

発
生
す
る
と
い
う
問
題
が
生
じ
（
（（（
（

る
。

　

第
三
に
、
こ
れ
は
第
二
の
問
題
点
と
も
関
係
す
る
が
、
そ
も
そ
もCarem

ark

事
件
判
決
は
注
意
義
務
の
問
題
と
し
て
法
令
遵
守
体
制
構

築
義
務
を
位
置
づ
け
て
お
り
、Stone v. Ritter
事
件
判
決
は
そ
れ
を
誤
読
し
て
い
る
指
摘
さ
れ
（
（（（
（

る
。
実
際
に
、Carem

ark

事
件
判
決
の

判
旨
を
読
む
と
、
①
「
原
告
の
主
張
は
会
社
の
経
営
に
関
し
て
注
意
を
払
う
義
務
に
違
反
し
た
取
締
役
に
責
任
を
負
わ
せ
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
る
」
と
し
た
点
。
②
「
利
益
相
反
が
な
く
、
不
当
な
動
機
が
見
ら
れ
る
よ
う
な
事
実
が
な
い
場
合
に
、
問
題
と
さ
れ
て
い
る
注
意
義
務

違
反
に
よ
っ
て
発
生
し
た
会
社
の
損
害
に
つ
き
責
任
を
取
締
役
に
負
わ
せ
る
こ
と
が
難
し
い
と
い
う
理
由
が
あ
る
」
と
す
る
点
。
③
「
適
切

な
注
意
を
払
う
義
務
に
反
し
た
こ
と
に
つ
い
て
の
取
締
役
の
責
任
は
、
二
つ
の
文
脈
で
発
生
す
る
」
と
し
た
点
。
④
「
理
解
さ
れ
る
べ
き
こ

と
は
、
…
注
意
義
務
を
果
た
す
こ
と
に
関
し
て
、
誠
実
性
の
検
討
や
プ
ロ
セ
ス
の
合
理
性
と
は
別
に
、
会
社
の
損
害
を
引
き
起
こ
し
た
取
締

役
会
の
判
断
の
内
容
に
言
及
す
る
こ
と
で
、
裁
判
所
が
そ
の
判
断
を
適
切
に
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
し
た
点
。
⑤
「
会
社
法
上
の
注
意

義
務
か
ら
派
生
す
る
質
問
義
務
の
中
心
的
要
素
は
、
情
報
を
得
た
上
で
、
判
断
を
誠
実
に
行
お
う
と
し
た
か
ど
う
か
」
と
す
る
点
。
⑥
「
適
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切
に
情
報
が
取
締
役
会
に
入
っ
て
く
る
こ
と
を
確
保
す
る
こ
と
で
、
部
分
的
に
履
行
さ
れ
る
義
務
と
し
て
、
取
締
役
の
注
意
義
務
の
概
念
に

関
す
る
主
張
を
分
析
す
る
」
と
し
た
点
。
⑦
「Carem

ark

社
の
取
締
役
が
適
切
に
同
社
の
従
業
員
を
統
制
し
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
注

意
義
務
に
違
反
し
た
と
証
明
す
る
た
め
に
は
、
原
告
ら
は
、（
１
）
取
締
役
ら
が
法
令
違
反
が
発
生
し
た
こ
と
を
知
り
、
ま
た
は
（
２
）
知

る
べ
き
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
の
い
ず
れ
か
を
、（
３
）
取
締
役
ら
が
そ
の
状
況
を
回
避
し
よ
う
と
誠
実
に
努
力
し
て
何
ら
か
の
処
置
を
執

ら
な
か
っ
た
こ
と
を
、
そ
し
て
、（
４
）
そ
の
よ
う
な
不
作
為
に
よ
っ
て
直
接
的
に
主
張
さ
れ
て
い
る
損
害
を
発
生
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
と

い
う
こ
と
を
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
た
点
。
こ
れ
ら
か
ら
、Carem

ark

事
件
判
決
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
義
務
は
注
意
義
務

か
ら
派
生
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
。

　

そ
し
て
、
第
四
に
、
も
し
、
法
令
遵
守
体
制
構
築
義
務
を
忠
実
義
務
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
、
法
令
遵
守
体
制
を
コ
ス
ト
／

ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
分
析
に
基
づ
い
て
取
締
役
会
が
構
築
し
な
い
と
判
断
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
経
営
判
断
原
則
の
適
用
が
な
い
と
い
う
こ
と
が

問
題
視
さ
れ
て
い
（
（（（
（

る
。

　

以
上
、
取
締
役
の
監
督
義
務
を
忠
実
義
務
に
組
み
込
む
こ
と
に
よ
り
得
ら
れ
る
効
果
と
そ
の
問
題
点
を
概
観
し
た
が
、
取
締
役
の
監
督
義

務
を
忠
実
義
務
へ
組
み
込
む
こ
と
の
違
和
感
は
拭
え
な
い
だ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
誠
実
義
務
が
取
締
役
の
免
責
条
項
の
適
用
対
象
外
と
す
る
た

め
の
一
つ
の
便
法
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
わ
ざ
わ
ざ
忠
実
義
務
へ
と
組
み
込
む
こ
と
で
理
論
的
問
題
点
を
生
じ
さ
せ
る
よ
り
も
、
誠
実

義
務
違
反
（
誠
実
に
な
さ
れ
な
か
っ
た
作
為
又
は
不
作
為
）
と
し
て
捉
え
た
ま
ま
の
方
が
論
理
関
係
が
明
確
に
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
（
（（（
（

る
。

第
四
節　

小
括

　

こ
こ
ま
でCarem

ark

事
件
判
決
で
述
べ
ら
れ
た
「
誠
実
性
の
欠
如
」
と
い
う
言
葉
に
関
わ
っ
て
、
取
締
役
の
誠
実
性
・
誠
実
義
務
に
つ
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い
て
論
じ
て
き
た
。
こ
こ
で
再
度
ま
と
め
る
こ
と
と
す
る
。

　

従
来
、
取
締
役
の
誠
実
性
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
検
討
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
概
念
で
あ
っ
た
が
、
近
年
、
そ
の
概
念
に
対
し
て
さ

ま
ざ
ま
な
検
討
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
そ
の
発
端
と
考
え
ら
れ
る
の
が
、Sm

ith v. V
anGorkom

事
件
判
決
及
び
そ
れ
に
対

応
し
て
立
法
化
さ
れ
た
取
締
役
の
免
責
条
項
で
あ
る
。
同
条
項
で
は
、
免
責
さ
れ
な
い
取
締
役
の
責
任
と
し
て
、
忠
実
義
務
違
反
に
基
づ
く

責
任
だ
け
で
は
な
く
、
誠
実
に
な
さ
れ
な
か
っ
た
作
為
又
は
不
作
為
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
最
高
裁
判
所
は
、
信

認
義
務
を
三
つ
の
義
務
（
注
意
義
務
・
忠
実
義
務
・
誠
実
義
務
）
か
ら
構
成
さ
れ
る
も
の
と
し
て
把
握
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
方
で
、
取

締
役
の
誠
実
性
が
欠
如
す
る
こ
と
に
な
る
類
型
と
し
て
、A

LI

の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
原
理
で
は
、
取
締
役
が
意
図
的
な
法
令

違
反
行
為
を
な
し
た
場
合
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
り
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
衡
平
法
裁
判
所
のA

llen

判
事
は
、
取
締
役
の
経
営
判
断
の
内
容
を

問
題
に
し
た
り
し
て
き
た
。
こ
の
よ
う
に
判
例
や
学
説
は
取
締
役
の
誠
実
性
を
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
か
ら
曖
昧
な
形
で
捉
え
て
き
た
が
、
二
一

世
紀
に
入
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
国
内
で
発
生
し
た
企
業
不
祥
事
の
続
発
や
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
深
く
関
わ
る
連
邦
法
の
制
定
と
相

俟
っ
て
、
取
締
役
に
対
す
る
責
任
の
厳
格
が
も
た
ら
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
が
、
取
締
役
の
誠
実
性
・
誠
実
義
務
概
念
の
承
認
に
よ
っ

て
、
取
締
役
の
責
任
免
除
を
回
避
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
従
来
、
注
意
義
務
の
問
題
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
問
題

を
誠
実
性
・
誠
実
義
務
の
問
題
へ
と
枠
組
み
を
変
更
し
て
取
締
役
に
対
す
る
規
律
付
の
強
化
を
図
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
問
題
は
、
そ
の
誠
実
性
・
誠
実
義
務
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
意
図
的
な
法
令
違
反
行
為
を

し
た
場
合
や
取
締
役
の
経
営
判
断
の
内
容
が
あ
ま
り
に
も
ひ
ど
い
場
合
だ
け
で
は
な
く
、
取
締
役
の
主
観
的
動
機
に
着
目
す
る
見
解
や
、
構

造
的
バ
イ
ア
ス
の
問
題
と
し
て
捉
え
る
見
解
な
ど
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
い
ず
れ
の
見
解
も
判
例
法
理
を
適
切
に
説
明
で
き
る
も
の

と
は
考
え
が
た
い
。こ
の
点
、Veasey and D

iGuglielm
o

は
、誠
実
性
が
客
観
的
基
準
、主
観
的
基
準
又
は
そ
の
両
方
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

合
理
的
な
取
締
役
で
あ
れ
ば
、
そ
の
判
断
又
は
行
為
を
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
ほ
ど
、
不
相
当
、
無
責
任
、
不
正
直
又
は
不
合
理
に
取
締
役
は
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行
動
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
誠
実
性
が
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
最
高
裁
判
所
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
や
役
割
を
果
た
し

て
い
く
の
か
を
観
察
し
て
い
れ
ば
よ
い
と
指
摘
す
（
（（（
（

る
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
取
締
役
の
誠
実
性
に
注
目
す
る
こ
と

で
、
取
締
役
へ
の
規
律
づ
け
が
強
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
取
締
役
に
対
す
る
尊
重
か
ら
責
任
の
強
化
へ
と

い
う
一
種
の
政
策
転
換
が
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
も
可
能
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
、
問
題
は
、
そ
の
よ
う
な
誠
実
性
・
誠
実
義
務
を
独
立
し

た
信
認
義
務
と
捉
え
る
こ
と
な
く
、
あ
く
ま
で
忠
実
義
務
の
下
位
要
素
と
し
て
捉
え
ら
れ
た
こ
と
で
、
取
締
役
の
信
認
義
務
が
新
た
な
局
面

を
迎
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、Stone v. Ritter

事
件
判
決
に
よ
れ
ば
、
取
締
役
の
誠
実
性
の
欠
如
と
い
う
の
は
、
忠
実

義
務
の
下
位
要
素
で
あ
る
誠
実
義
務
に
違
反
す
る
こ
と
を
指
し
、そ
の
結
果
、忠
実
義
務
を
構
成
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、も
し
、

こ
の
理
解
を
受
け
入
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
取
締
役
の
法
令
遵
守
体
制
構
築
義
務
に
つ
い
て
、
取
締
役
会
で
法
令
遵
守
体
制
を
構
築
し
な
い
と

決
定
し
た
場
合
に
は
、
そ
れ
は
経
営
判
断
原
則
に
よ
る
保
護
は
与
え
ら
れ
ず
、
忠
実
義
務
違
反
と
な
る
か
否
か
の
枠
組
み
に
基
づ
き
分
析
さ

れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

で
は
、
こ
の
よ
う
な
判
例
法
理
の
展
開
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

　

も
し
、
誠
実
義
務
を
肯
定
的
に
捉
え
る
と
す
る
と
、
従
来
で
あ
れ
ば
、
注
意
義
務
違
反
の
問
題
で
あ
る
と
し
て
、
結
果
と
し
て
経
営
判
断

原
則
や
取
締
役
の
免
責
条
項
に
よ
っ
て
免
責
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
防
ぐ
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て

取
締
役
に
対
す
る
規
律
づ
け
に
一
定
の
効
果
を
も
た
ら
す
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
誠
実
義
務
に
よ
る
強
い
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
が
、

取
締
役
に
対
し
て
よ
り
良
い
行
為
を
す
る
よ
う
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
（
（（（
（

る
。
ま
た
、
誠
実
性
は
監
督
の

懈
怠
や
義
務
の
放
棄
の
事
案
だ
け
で
は
な
く
、積
極
的
な
経
営
判
断
が
性
質
的
に
見
て
あ
ま
り
に
ひ
ど
い
事
案
に
つ
い
て
も
重
要
性
を
増
し
、

誠
実
義
務
は
責
任
の
厳
格
化
と
い
う
状
況
で
重
要
な
役
割
を
果
た
す
可
能
性
が
あ
る
と
の
指
摘
も
あ
（
（（（
（

る
。

　

他
方
、
取
締
役
の
誠
実
義
務
を
否
定
的
に
捉
え
る
立
場
か
ら
は
、「
誠
実
性
」
と
か
「
誠
実
義
務
」
の
概
念
自
体
が
曖
昧
模
糊
と
し
て
い
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る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
（
（（（
（

る
。
取
締
役
が
経
営
判
断
を
す
る
に
当
た
っ
て
、
予
測
可
能
性
が
減
少
に
よ
り
、
経
営
判
断
を
す
る
こ
と
が
困
難
と
な

り
、
リ
ス
ク
回
避
的
な
経
営
を
行
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
と
危
惧
さ
れ
る
。
し
か
し
、
誠
実
性
・
誠
実
義
務
概
念
の
曖
昧
さ
は
近
時
の

裁
判
例
に
よ
っ
て
克
服
さ
れ
て
き
た
し
、Disney

事
件
判
決
に
よ
る
定
義
は
、多
く
の
法
領
域
で
共
通
す
る
範
囲
に
限
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、

特
別
曖
昧
と
は
い
え
な
い
と
反
論
さ
れ
て
い
（
（（（
（

る
。

　

ま
た
、
誠
実
性
を
重
視
し
た
り
、
誠
実
義
務
を
認
め
た
り
す
る
に
し
て
も
、Stone v. Ritter

事
件
判
決
で
述
べ
ら
れ
た
よ
う
に
、
忠
実

義
務
違
反
の
問
題
と
し
て
扱
う
こ
と
に
は
以
下
の
よ
う
な
批
判
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
従
来
、
あ
る
程
度
確
立
し
た
忠
実
義
務
概

念
を
、
取
締
役
と
会
社
と
の
間
の
利
害
衝
突
が
存
在
し
な
い
事
案
に
ま
で
拡
張
す
る
こ
と
は
混
乱
を
招
き
、
ま
た
、
取
締
役
の
免
責
条
項
も

誠
実
に
な
さ
れ
な
か
っ
た
作
為
又
は
不
作
為
で
あ
れ
ば
免
責
が
認
め
ら
れ
ら
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
わ
ざ
わ
ざ
従
来
の
概
念
を
広
げ
て
ま
で

忠
実
義
務
に
組
み
込
む
必
然
性
は
存
在
し
な
い
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
第
一
に
、
従
来
の
議
論
の
よ
う
に
、
取
締
役
の
誠
実
性
・
誠
実
義
務
を
忠
実
義
務
の
下
位
要
素
と
し
て
捉
え
る
こ
と

は
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
忠
実
義
務
の
下
位
要
素
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
誠
実
性
と
捉
え
ら
れ
な
い
誠
実
性
が
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
少
な
く
と
も
、誠
実
義
務
が
独
立
し
た
信
認
義
務
で
あ
る
か
否
か
は
と
も
か
く
、ど
の
よ
う
な
場
合
で
あ
れ
ば
、不
誠
実
な
作
為（
判

断
）
又
は
不
作
為
と
な
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
確
定
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
（
（（（
（

る
。
第
二
に
、
取
締
役
の
法
令
遵
守
体

制
構
築
義
務
は
、
以
上
述
べ
た
よ
う
に
忠
実
義
務
の
分
析
枠
組
み
で
捉
え
る
べ
き
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
注
意
義
務
（
又
は
誠
実
義
務
（
独

立
の
信
認
義
務
と
し
て
捉
え
る
か
否
か
は
別
と
す
る
））
の
問
題
と
し
て
捉
え
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
取
締
役
の
誠
実
性
や
誠
実
義
務
概
念
の
登
場
に
よ
り
取
締
役
の
責
任
の
厳
格
化
が
図
ら
れ
、
そ
の
一
つ
と
し
て
法

令
遵
守
体
制
構
築
義
務
に
基
づ
く
責
任
に
つ
い
て
も
結
果
的
に
強
化
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
判
断
基
準
に
つ
い
て
も

検
討
し
な
け
れ
ば
、
実
質
に
お
い
て
、
法
令
遵
守
体
制
構
築
義
務
が
強
化
さ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。Carem

ark

事
件
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判
決
で
は
取
締
役
の
誠
実
性
が
欠
如
す
る
の
は
「
監
督
を
行
う
取
締
役
会
の
継
続
的
又
は
組
織
的
な
懈
怠
の
場
合
」
で
あ
る
と
す
る
。
そ
こ

で
、
次
章
で
は
、Carem

ark

事
件
判
決
後
こ
の
審
査
基
準
が
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
、
ま
た
、
こ
の
審
査
基
準
の
下
で
は
い
か
な
る
場
合
に

責
任
が
認
め
ら
れ
、
逆
に
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
検
討
す
る
。

（
１
）2005 D

el.Ch.LEX
IS 113 (D

el.Ch.2005).

（
２
）906 A

.2d 27 (D
el.2006).

（
３
）
誠
実
性
に
関
す
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
と
し
て
、
過
失
あ
る
ま
た
は
重
過
失
あ
る
手
続
違
反
を
誠
実
性
違
反
と
す
る
に
は
不
十
分
で
あ
る
と
し
、
何

ら
か
の
取
締
役
に
よ
る
意
図
的
な
行
為
ま
た
は
無
謀
な
行
為
が
必
要
で
あ
る
と
指
摘
し
、
取
締
役
が
避
け
る
べ
き
三
つ
の
行
為
と
し
て
、（
一
）

合
理
的
な
監
視
報
告
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
な
い
こ
と
、（
二
）
従
業
員
の
不
正
行
為
に
つ
い
て
の
警
告
サ
イ
ン
に
対
し
て
対
応
を
し
な
い
こ

と
、（
三
）
経
営
判
断
を
行
う
に
当
た
っ
て
事
前
に
設
定
し
た
プ
ロ
セ
ス
や
業
界
基
準
を
遵
守
し
な
い
こ
と
を
挙
げ
る
も
の
と
し
て
、T

hom
as 

Rivers, H
ow

 to Be G
ood: T

he E
m

phasis on Corporate D
irector’s G

ood Faith in the Post-E
nron E

ra, 58 V
and. L. Rev. 631 

(2005), at 662.

（
４
）Brett H

. M
cD

onnel, Sarbanes-O
xley, Fiduciary D

uties, and the Conduct of O
ffi

cers and D
irectors, available at http://

ssrn.com
/abstract=

570321 (2004), at 10.

（
５
）911 A

.2d 362 (D
el.2006).

（
６
）H

illary A
. Sale, D

elaw
are’s G

ood Faith, 89 Cornell L. Rev. 456 (2004), at 465.

（
７
）Id. at 464. 

（
８
）Christopher M

. Bruner, G
ood Faith, State of M

ind, A
nd T

he O
uter Boundaries of D

irector Liability in Corporate Law
, 

41 W
ake Forest L. Rev. 1131 (2006), at 1141.

（
９
）John L. Reed and M

att N
eiderm

an, “G
ood Faith” and the A

bility of D
irectors to A

ssert §
102 (b) (7) of the D

elaw
are 

G
eneral C

orporation L
aw

 as a D
efence to C

laim
s A

lleging A
bdication, L

ack of O
versight, and Sim

ilar B
reaches of 
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Fiduciary D
uty, 29 D

el. J. Corp. L. 111(2004), at 113; Bruner, supra note (8), at 1142.
（
10
）Gary M

. Brow
n, Changing M

odels in Corporate Governance - Im
plications of the U

S Sarbanes-O
xley A

ct, K
laus J. H

opt 
et al., Corporate Governance in Context Corporations, States, and M

arket in Europa, Japan, the U
S. (O

xford U
niversity 

Press, 2005), at 149.

（
11
）Sale, supra note (6), at 466. 

一
九
八
五
年
の
後
半
に
な
る
に
つ
れ
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
議
会
に
対
し
て
、Sm

ith v. V
anGorkom

事
件
判

決
と
そ
れ
以
降
のD

&
O

保
険
の
混
乱
に
介
入
す
る
よ
う
圧
力
が
高
ま
り
、
本
条
は
、
取
締
役
の
責
任
保
険
市
場
に
お
け
る
変
化
に
立
法
が
対

応
し
た
こ
と
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
と
も
指
摘
さ
れ
る
。Bruner, supra note (8), at 1143-1145.

（
12
）Lym

an P.Q
. Johnson and M

ark A
. Sides, T

he Sarbanes-O
xley A

ct and Fiduciary D
uties, 30 W

m
. M

itchell L. Rev. 1149 
(2004), at 1198.

（
13
）Sale, supra note (6), at 466-467; Stephen J. Lubben and A

lm
a J. D

arnell, D
elaw

are’s D
uty of Care, 31 D

el. J. Corp. L. 589 
(2006), at 600.

（
14
）
一
方
で
、
単
純
に
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
に
お
け
るrace to the bottom

（
底
辺
へ
の
競
争
）
の
一
例
に
過
ぎ
な
い
と
す
る
見
解
と
し
て
、

Brow
n, supra note (10), at 149.

（
15
）H

illary A
. Sale, G

ood Faith’s P
rocedure and Substance, In re C

arem
ark International Inc., D

erivative L
itigation, in 

Jonathan M
acey ed., T

he Iconic Cases in Corporate Law
 (T

hom
pson W

est, 2008), at 287.

（
16
）Ibid.

（
17
）
法
律
自
体
も
、
立
法
者
の
コ
メ
ン
ト
も
同
条
項
が
定
め
る
例
外
に
つ
い
て
、
何
ら
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
も
与
え
て
い
な
い
。Bruner, supra note 

(8), at 1146.

（
18
）E. N

orm
an V

easey and Christine T
. D

iGuglielm
o, W

hat H
appened in D

elaw
are Corporate Law

 and G
overnance from

 
1992-2004?, 153 U

. Penn. L. Rev. 1399 (2005), at 1453.

（
19
）Id. at 1442; Stephen M

. Bainbridge, Star Lopez and Benjam
in O

klan, T
he Convergence of G

ood Faith and O
versight, 55 

U
CLA

 L. Rev. 559 (2008), at 564.  

（
20
）Ibid.　

ま
た
、
従
来
の
立
法
や
模
範
事
業
会
社
法
に
お
い
て
も
、
誠
実
性
と
い
う
文
言
が
用
い
ら
れ
て
い
る
条
文
が
あ
る
も
の
の
、
そ
の
定
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義
に
つ
い
て
は
特
に
定
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。Edgar F. H

ansell, Bradford L. A
ustin and Gregory B. W

ilcox, D
irector Liability 

U
nder Iow

a Law
 - D

uties and Protection, 13 J. Corp. L. 369 (1988), at 396.
（
21
）Elizabeth A

. N
ow

icki, D
irector Inattention and D

irector Protection U
nder D

elaw
are G

eneral Corporation Law
 Section 

102 (b) (7): A
 Proposal for Legislative R

eform
, 33 D

el. J. Corp. L. 695 (2008), at 697; See, Jaclyn J. Janssen, IN
 R

E
 W

A
LT

 
D

ISN
E

Y
 CO

M
A

PA
N

Y
 D

E
R

IV
A

T
IV

E
 LIT

IG
A

T
IO

N
: W

hy Stockholders Should N
ot Put T

oo M
uch Faith in the D

uty 
of G

ood Faith to E
nhance D

irector A
ccountability, 2004 W

is. L. Rev. 1573 (2004), at 1599.

（
22
）See, A

nn M
. Scarlett, C

onfusion and U
npredictability in Shareholder D

erivative L
itigation: T

he D
elaw

are C
ourts’ 

R
esponse to R

ecent Corporate Scandals, 60 Fla. L. Rev. 589 (2008), at 591.

（
23
）
こ
の
点
、Rivers

は
、「Enron

や
そ
の
他
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
不
祥
事
の
高
ま
り
に
よ
り
、
裁
判
所
が
誠
実
性
を

争
点
に
組
み
込
む
こ
と
に
よ
っ
てV

anGorkom

型
の
経
営
判
断
過
程
の
審
査
を
復
活
さ
せ
た
」
と
述
べ
、
企
業
不
祥
事
の
続
発
に
よ
る
影
響

を
示
唆
す
る
。Rivers, supra note (3), at 654-655.

（
24
）Scarlett, supra note (22), at 605.　

D
isney

事
件
判
決
で
は
、
当
初
は
訴
訟
却
下
の
申
立
て
を
認
め
て
い
た
よ
う
な
事
案
に
お
い
て
、
そ

れ
を
訴
答
の
修
正
を
さ
せ
、
原
告
株
主
に
再
度
主
張
を
認
め
た
こ
と
は
そ
の
傍
証
の
一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
よ
う
。

（
25
）D

isney

事
件
判
決
は
、
会
社
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
を
反
映
し
、D

isney

事
件
の
最
初
の
審
査
と
そ
の
後
の
審
査
の
間
に
企
業
不
祥
事

が
多
発
し
た
た
め
、
そ
の
企
業
不
祥
事
が
裁
判
所
な
ど
に
対
し
て
圧
力
を
加
え
る
こ
と
と
成
り
、
結
果
と
し
て
、
株
主
の
修
正
し
た
主
張
を
却

下
し
に
く
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
指
摘
さ
れ
る
。Janssen, supra note (21), at 1598-1599.

（
26
）Leo E. Strine Jr., D

erivative Im
pact? Som

e E
arly R

eflections on the Corporation Law
 Im

plications of the E
nron D

ebacle, 
57 Bus. Law

. 1371 (2002), at 1385.

（
27
）
州
法
と
連
邦
法
の
相
互
作
用
に
よ
り
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
お
け
る
取
締
役
の
役
割
や
誠
実
義
務
の
利
益
に
影
響
を
及
ぼ
し
て

お
り
、
ま
た
、
監
視
義
務
は
、
連
邦
法
や
連
邦
規
制
に
よ
っ
て
最
も
影
響
を
受
け
や
す
い
と
指
摘
す
る
も
の
と
し
て
（
例
え
ば
、
取
締
役
の
監

視
義
務
と
の
関
係
で
は
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
に
関
す
るSO

X

法
三
〇
二
条
、
四
〇
四
条
、
九
〇
六
条
に
よ
る
影
響
が
考
え
ら
れ
る
）、H

illary 
A

. Sale, M
onitoring Carem

ark’s G
ood Faith, available at http://ssrn.com

/abstract=
963448 (2007), at 721.　

ま
た
、
誠
実
義

務
に
つ
い
て
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
は
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
お
け
る
力
を
不
当
に
奪
う
連
邦
の
力
の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
と
指
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摘
す
る
も
の
と
し
て
、Janssen (2004), supra note (21), at 1599.　

そ
し
て
、
誠
実
性
を
明
確
に
区
別
し
よ
う
と
し
た
り
、
少
な
く
と
も

誠
実
性
を
信
認
義
務
の
分
析
に
お
い
て
、
よ
り
強
調
す
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
は
、SO

X

法
の
命
令
を
州
の
信
認
義
務
の
分
析
へ
と

転
用
す
る
形
で
覆
い
隠
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
と
指
摘
す
る
も
の
と
し
て
、Johnson and Sides, supra note (12), at 1196-1197.　

加
え
て
、
州
や
取
引
所
は
連
邦
議
会
よ
り
も
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
の
規
制
権
限
と
し
て
よ
り
適
切
な
地
位
に
あ
り
、
特
に

州
は
適
切
な
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
デ
フ
ォ
ル
ト
ル
ー
ル
を
作
る
の
に
よ
り
効
果
的
で
あ
る
と
指
摘
す
る
も
の
と
し
て
、Roberta 

Rom
ano, T

he Sarbanes-O
xley A

ct and the M
aking of Q

uack Corporate G
overnance, 114 Y

ale L. J. 1521 (2005), at 1597-1599.

　

Rom
ano

の
見
解
の
理
由
と
し
て
は
、
州
や
取
引
所
は
、
影
響
を
受
け
る
当
事
者
（
会
社
・
投
資
家
）
と
密
接
な
地
位
に
あ
り
、
規
制
に
よ

る
ミ
ス
も
少
な
く
、
も
し
、
ミ
ス
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
コ
ス
ト
を
よ
り
低
く
抑
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
、
単
一
の
規
制
者
の

と
き
よ
り
も
規
制
に
つ
い
て
競
争
が
存
在
す
る
方
が
よ
り
利
点
が
あ
る
と
す
る
。
そ
れ
は
、フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
か
ら
で
あ
り
、

こ
れ
は
重
要
な
規
制
の
特
徴
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
州
に
は
よ
り
地
位
的
に
会
社
の
設
立
を
求
め
る
と
い
う
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
あ
る
と

指
摘
し
、
州
は
、
定
期
的
な
営
業
金
を
受
け
取
り
、
重
要
な
政
治
的
当
事
者
で
も
あ
る
し
、
地
域
の
企
業
法
務
弁
護
士
や
地
方
に
お
け
る
会
社

設
立
か
ら
利
益
を
得
ら
れ
る
た
め
そ
の
よ
う
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
あ
る
と
述
べ
る
。

（
28
）Peter D

. Bordonaro, G
ood Faith: Set in Stone?, 82 T

ul. L. Rev. 1119 (2008), at 1136.

（
29
）Id. at 1136-1137.

（
30
）Id. at 1137.

（
31
）Sean J. Griffi

th, G
ood Faith Business Judgm

ent: A
 T

heory of R
hetoric in Corporate Law

 Jurisprudence, 55 D
uke L. J. 1 

(2005), at 44.

（
32
）Id. at 44-45. 

（
33
）Id. at 46. 

（
34
）Id. at 47.  

こ
の
こ
と
を
表
す
も
の
と
し
て
、Sean Griffi

th

は
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
最
高
裁
判
所
のV

easey

判
事
に
よ
る
論
稿
を
取
り
上
げ

る
。V

easey

判
事
は
、
二
〇
〇
一
年
七
月
の
論
文
（
初
出
は
、
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
八
日
の
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
大
学
で
の
講
演
）
で
は
、
会

社
法
の
位
置
づ
け
を
強
制
モ
デ
ル
（m

andatory m
odel

）
で
は
な
く
、
能
力
付
与
モ
デ
ル
（enabling m

odel

）
と
し
て
捉
え
た
上
で
、
司

法
に
よ
る
取
締
役
会
へ
の
不
介
入
を
強
調
し
、
裁
判
所
に
よ
る
良
い
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
実
務
は
個
々
の
取
締
役
会
に
よ
っ
て
決
定
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す
べ
き
で
あ
り
、
裁
判
所
に
よ
っ
て
法
的
に
強
制
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
注
意
義
務
違
反
に
つ
い
て
の
会
社
法
に
お
け
る
信
認
義
務
法
と
そ

の
賠
償
は
理
想
的
な
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
実
務
の
模
範
的
な
目
的
と
区
別
さ
れ
る
と
す
る
。E. N

orm
an V

easey, SY
M

PO
SIU

M
 

N
O

R
M

S &
 CO

R
PO

R
A

T
E

 LA
W

: Should Corporation Law
 Infrom

 A
spirations for G

ood Corporate G
overnance Practices-

V
ice V

ersa?, 149 U
. Pa. L. Rev. 2179 (2001), at 2179-2180.  

し
か
し
、
二
〇
〇
三
年
三
月
六
日
に
ア
イ
オ
ワ
大
学
で
講
演
し
た
際
に

は
、
司
法
の
自
制
よ
り
も
、
取
締
役
の
責
任
を
強
調
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
す
る
。E. N

orm
an V

easey, State-Federal T
ension in 

Corporate G
overnance and the Proffesional R

esponsibilities of A
dvisor, 28 J. Corp. L. 441 (2003), at 447.

（
35
）
こ
の
点
に
つ
い
て
、Gallup

の
世
論
調
査
で
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
大
企
業
の
信
頼
度
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
大
企
業
を
信
頼
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、「
か
な
り
信
頼
し
て
い
る
」「
多
少
信
頼
し
て
い
る
」
と
答
え
た
の
は
、
一
九
九
〇
年
が
二
五
％
、
一
九
九
一
年
二
月
が

二
六
％
、
一
九
九
一
年
一
〇
月
が
二
二
％
、
一
九
九
三
年
が
二
三
％
、
一
九
九
四
年
が
二
六
％
、
一
九
九
五
年
が
二
一
％
、
一
九
九
六
年
が

二
四
％
、
一
九
九
七
年
が
二
八
％
、
一
九
九
八
年
一
月
が
三
〇
％
、
一
九
九
八
年
七
月
が
三
一
％
、
一
九
九
九
年
が
三
〇
％
、
二
〇
〇
〇
年

が
二
九
％
、
二
〇
〇
一
年
が
二
一
％
、
二
〇
〇
二
年
が
二
〇
％
、
二
〇
〇
三
年
が
二
二
％
と
な
っ
た
。See, Rom

ano, supra note (27), at 
1525.　

二
〇
〇
二
年
以
降
、Enron
事
件
や
そ
の
後
の
企
業
不
祥
事
に
よ
る
若
干
の
信
頼
度
低
下
が
見
ら
れ
る
。

（
36
）Bainbridge, Lopez and O

klan, supra note (19), at 572.

（
37
）
具
体
的
に
は
、Sale, supra note (6)

、M
elvin A

. Eisenberg, T
he D

uty of G
ood Faith in Corporate Law

, 31 D
el. J. Corp. L. 

1 (2006)

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。Bainbridge, Lopez and O

klan, supra note (19), at 573. 

（
38
）Id. at 574.

（
39
）Ibid.

（
40
）V

easey, supra note (34) (2003), at 446-447.

（
41
）Griffi

th, supra note (31), at 51; 

ま
た
、M

cD
onnel, supra note (4), at 11

も
、Om

nicare v. N
CS H

ealthcare, 818 A
.2d 914 (D

el. 
2003) 

事
件
判
決
（
本
件
は
、
二
人
の
取
締
役
が
一
方
当
事
会
社
の
議
決
権
の
三
分
の
二
を
保
有
し
て
い
た
場
合
の
買
収
の
事
案
。
本
件
は
、

二
人
の
取
締
役
の
議
決
権
行
使
契
約
に
は
、
取
締
役
会
が
買
収
を
株
主
総
会
に
付
託
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
要
求
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
た
が
、
た
と
え
そ
の
後
、
取
締
役
会
の
気
が
変
わ
っ
た
と
し
て
も
、
実
質
的
に
は
買
収
が
合
意
さ
れ
る
保
証
が
あ
っ
た
と
さ
れ
た
事
例
）、

D
isney

事
件
判
決
、In re O

racle Corp. D
erivative Litigation, 824 A

.2d 917 (D
el. Ch. 2003) 

事
件
判
決
（
本
件
は
、
特
別
訴
訟
委
員
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会
に
よ
る
経
営
判
断
の
審
査
の
た
め
の
独
立
取
締
役
の
定
義
が
争
わ
れ
た
事
例
）
は
、
裁
判
所
と
し
て
は
、
関
連
す
る
法
的
基
準
の
意
見
を
変

更
し
て
い
な
い
も
の
の
、
取
締
役
会
の
判
断
に
も
従
っ
て
い
な
い
よ
う
に
も
見
え
る
と
し
、
そ
れ
は
裁
判
所
が
企
業
不
祥
事
やSO

X

法
に
対
応

し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
と
す
る
。
な
お
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
最
高
裁
判
所
及
び
同
衝
平
法
裁
判
所
が
、D

isney

事
件
判
決
に
つ
い
て
、
問
題
の

あ
る
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
実
務
を
採
用
し
、
最
善
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
実
務
を
満
た
さ
な
いD

isney

社
の
取
締
役
に

対
し
て
責
任
を
課
さ
な
か
っ
た
点
に
つ
き
否
定
的
な
評
価
を
下
す
も
の
と
し
て
、Jonathan R. M

acey, Corporate Governance-Prom
ises 

K
ept, Prom

ises Broken (Princeton U
niversity Press, 2008), at 79. 

（
42
）Ibid.

（
43
）Id. at 52.

（
44
）Ibid. 

逆
に
、D

isney
事
件
判
決
が
提
示
し
た
不
誠
実
概
念
は
、
従
来
、
誠
実
性
・
誠
実
義
務
を
重
視
す
べ
き
で
あ
る
と
唱
え
て
い
た

V
easey

判
事
の
概
念
よ
り
も
狭
い
も
の
で
あ
り
、D

isney

事
件
判
決
の
下
で
は
、
株
主
が
取
締
役
の
行
為
が
他
の
信
認
義
務
違
反
を
構
成
す

る
可
能
性
を
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
、
取
締
役
が
故
意
に
自
ら
の
信
認
義
務
を
履
行
し
よ
う
と
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
立

証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
た
め
、
誠
実
義
務
違
反
と
な
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
な
い
と
し
て
、
誠
実
義
務
の
登
場
に
よ
り
取
締
役
の

責
任
が
厳
格
に
な
っ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
と
す
る
指
摘
も
あ
る
。Janssen, supra note (21), at 1603-1609.

（
45
）Lubben and D

arnell, supra note (13), at 600.

（
46
）Eisenberg, supra note (37), at 4.

（
47
）Id. at 5.

（
48
）Ibid.

（
49
）Id. at 6.

（
50
）
注
意
義
務
や
忠
実
義
務
で
カ
バ
ー
で
き
な
い
不
適
切
な
業
務
執
行
の
例
と
し
て
、「
故
意
に
会
社
に
法
令
違
反
を
さ
せ
た
場
合
」、「
自
己
利
益

を
図
る
場
合
で
は
な
い
と
き
の
公
平
性
を
欠
く
場
合
」
な
ど
を
挙
げ
る
。Id. at 29.

（
51
）
こ
の
点
に
関
し
て
、前
述
し
た
よ
う
に
誠
実
義
務
違
反
の
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る「
故
意
に
会
社
を
し
て
法
令
違
反
行
為
を
さ
せ
る
場
合
」

な
ど
不
当
性
が
高
い
場
合
に
ま
で
、
取
締
役
の
判
断
が
経
営
判
断
原
則
や
重
過
失
基
準
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
指
摘
す
る
。

Ibid.
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（
52
）Id. at 30-31.

（
53
）T

readw
ay Com

panies Inc. v. Care Corat, 638 F.2d 764 (2d Cir.1980).
（
54
）A

LI, Principles of Corporate Governance: A
nalysis and Recom

m
endations (1992), §

4.01, Com
m

ent d.

（
55
）「（
ｂ
）
た
と
え
、
会
社
の
利
益
及
び
株
主
の
収
益
が
増
加
し
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
会
社
は
事
業
を
行
う
に
当
た
り
、
以
下
の
義
務
を
負
う
。

　
　
　
（
１
）
自
然
人
と
同
程
度
で
、
法
令
の
範
囲
内
で
行
動
す
る
義
務
。」

（
56
）Id. at §

4.01 (a) first paragraph, Com
m

ent d.

（
57
）Lew

is D
. Solom

on and A
lan R. Palm

iter, Corporations (A
spen Law

&
Business, 2nd. ed., 1999), at 204-205.

（
58
）T

hom
as A

. U
ebler, Shareholder P

olice P
ow

er: Shareholder’s A
bility to H

old D
irectors A

ccountable for Intentional 
V

iolations of Law
, 33 D

el. J. Corp. L. 199 (2008), at 209.　

な
お
、
そ
の
前
提
と
し
て
、U

ebler

は
、
予
測
可
能
性
・
訴
訟
経
済
か
ら

考
え
て
、
裁
判
所
に
コ
ス
ト/
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
分
析
を
さ
せ
て
事
後
的
に
「
相
当
性
」
を
問
題
に
さ
せ
る
よ
り
も
、
不
誠
実
性
に
関
し
て
明
確

な
ラ
イ
ン
と
な
る
ル
ー
ル
を
採
用
す
べ
き
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
法
に
お
け
る
判
断
プ
ロ
セ
ス
指
向
型
で
、
内

容
審
査
を
行
わ
な
い
と
い
う
点
に
鑑
み
る
と
、
情
報
を
得
た
上
で
の
法
令
違
反
の
判
断
は
そ
れ
自
体
で
注
意
義
務
違
反
と
見
な
さ
れ
る
べ
き
で

は
な
い
と
指
摘
す
る
。
つ
ま
り
、
法
令
違
反
行
為
を
会
社
に
さ
せ
た
場
合
に
は
、
そ
れ
だ
け
で
は
取
締
役
の
注
意
義
務
違
反
を
構
成
し
な
い

が
、
取
締
役
の
不
誠
実
性
を
推
定
し
、
反
証
可
能
性
を
残
し
て
お
く
。
そ
こ
で
、
反
証
の
方
法
が
問
題
と
な
る
が
、
当
該
行
為
が
適
法
で
あ
る

か
ら
、
ま
た
は
当
該
行
為
の
違
法
性
が
合
理
的
に
見
て
疑
わ
し
い
と
い
う
弁
護
士
の
意
見
を
誠
実
に
信
頼
す
れ
ば
、
不
誠
実
性
の
推
定
を
覆
せ

る
と
考
え
て
い
る
。Id. at 208-209, 211-212.　

デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
一
般
会
社
法
一
四
一
条
（
ｅ
）
項
に
基
づ
く
信
頼
の
権
利
の
一
種
と
考
え
ら

れ
る
。
た
、
類
似
の
見
解
と
し
て
、「
取
締
役
が
反
ト
ラ
ス
ト
法
違
反
を
会
社
に
行
わ
せ
、
結
果
的
に
会
社
と
取
締
役
の
刑
事
訴
追
を
生
じ
さ
せ

た
と
し
て
も
、
取
締
役
が
そ
の
行
為
が
違
法
で
あ
る
と
知
ら
ず
、
ま
た
は
知
る
理
由
が
な
け
れ
ば
、
責
任
を
負
わ
な
い
。
特
に
、
当
該
取
締
役

が
あ
る
行
為
の
適
法
性
に
つ
い
て
弁
護
士
の
意
見
を
信
頼
し
て
い
た
場
合
に
は
、
取
締
役
は
当
該
信
頼
が
不
合
理
で
な
け
れ
ば
、
そ
の
結
果
発

生
し
た
損
害
に
つ
い
て
責
任
を
負
わ
な
い
」
と
指
摘
す
る
見
解
も
あ
る
。N

orw
ood P. Beveridge, D

oes the Corporate D
irector H

ave 
a D

uty A
lw

ays to O
bey the Law

?, 45 D
ePaul L. Rev. 729 (1996), at 740-741.　

た
だ
し
、U

ebler

は
、
取
締
役
は
法
令
違
反
行
為

が
会
社
に
と
っ
て
利
益
に
な
る
と
か
、
実
際
に
会
社
に
利
益
を
も
た
ら
し
た
と
主
観
的
に
信
じ
て
法
令
違
反
を
し
た
と
い
う
こ
と
を
証
明
し
て

も
、
不
誠
実
性
を
覆
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
す
る
。U

ebler, supra, at 212.　

こ
の
点
、Bainbridge

は
「
会
社
法
が
取
締
役
に
対
し
て
、
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特
定
の
法
令
違
反
に
よ
っ
て
会
社
の
利
益
に
な
る
決
定
し
た
こ
と
に
つ
い
て
責
任
を
課
す
と
い
う
こ
と
は
自
明
で
は
な
い
」
と
指
摘
す
る
が

（Stephen M
. Bainbridge, D

oes an Intentionl V
iolation of Law

=
Bad Faith?, available at http://w

w
w

.professorbainbridge.
com

/professorbainbridgecom
/2006/06/does-an-intentional-violation-of-law

-bad-faith.htm
l (06/08/2006)

）、U
ebler

は
、
弁

護
士
の
意
見
を
誠
実
に
信
頼
す
る
こ
と
と
は
異
な
り
、
会
社
に
損
害
を
与
え
よ
う
と
す
る
主
観
的
動
機
は
不
誠
実
性
の
証
明
に
必
要
で
は
な
い

か
ら
、
会
社
に
よ
か
れ
と
思
う
主
観
的
動
機
は
不
誠
実
性
の
推
定
か
ら
違
法
行
為
を
保
護
す
べ
き
で
は
な
い
と
す
る
。U

ebler, supra, at 213.

　

ま
た
、Eisenberg

も
、
経
営
者
は
故
意
に
会
社
を
し
て
違
法
行
為
を
さ
せ
な
い
義
務
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
確
立
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

義
務
も
伝
統
的
に
は
誠
実
義
務
に
由
来
し
て
い
る
指
摘
す
る
。Eisenberg, supra note (37), at 11.

　
　
　

な
お
、
会
社
の
法
令
違
反
行
為
に
つ
い
て
、
取
締
役
に
法
令
遵
守
義
務
違
反
を
課
す
こ
と
に
よ
っ
て
防
ぐ
よ
り
も
、ultra vires 

doctrine

に
よ
る
差
止
め
に
よ
っ
て
防
止
す
る
こ
と
を
志
向
す
る
論
者
も
い
る
。K

ent Greenfield, T
he Failure of Corporate Law

 - 
Fundam

ental Flaw
s and Progressive Possibilities (T

he U
niversity of Chicago Press), at 73-105.　

Greenfield

は
、Carem

ark

事
件
判
決
で
述
べ
ら
れ
た
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
内
部
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
の
欠
如
は
、
今
や
取
締
役
の
信
認
義
務

違
反
と
な
り
得
る
が
、
そ
の
よ
う
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
。
シ
ス
テ
ム
の
範
囲
は
、
未
だ
に
、
経
営
判
断
原
則
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
も
の
と
し
て

み
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
も
し
、
株
主
が
自
ら
が
投
資
す
る
企
業
が
法
令
違
反
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
、
ま
た
、
た
と
え
、
も
し
そ
の

会
社
が
そ
の
よ
う
な
法
令
違
反
行
為
の
せ
い
で
損
害
を
生
じ
た
（
ま
た
は
生
じ
そ
う
で
あ
る
）
場
合
で
あ
っ
て
も
、Carem

ark

事
件
判
決
の

下
で
、
も
し
、
企
業
が
経
営
判
断
原
則
の
緩
い
基
準
を
満
た
す
よ
う
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
れ
ば
、
損
害
賠
償
を
受
け

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
一
方
、ultra vires doctrine
の
下
で
は
、
内
部
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
は
あ
ま
り
意
味
が
な
く
、
も
し
、
会
社

が
違
法
行
為
を
行
っ
た
な
ら
ば
、
差
止
め
が
個
人
株
主
に
と
っ
て
有
用
で
あ
る
し
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
の
存
在
は
差
止
め
か
ら
会
社

を
保
護
し
な
い
と
指
摘
す
る
。Id. at 96.

（
59
）Sale, supra note (6), at 483.

（
60
）Id. at 484.

（
61
）Ibid.

（
62
）Ibid.

（
63
）Id. at 488.
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（
64
）Id. at 484.

（
65
）Id. at 488.

（
66
）Id. at 489. 

ま
た
、Carem

ark

事
件
判
決
が
、
受
任
者
が
重
大
か
つ
現
実
の
結
果
と
関
係
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
準
備
し
て
お
か
な
け
れ
ば
、

そ
の
任
務
懈
怠
は
許
さ
れ
が
た
い（inexecusable

）も
の
に
な
る
と
し
、た
と
え
、そ
こ
で
は
忠
実
性
が
問
題
と
な
っ
て
い
な
か
っ
た
と
し
て
も
、

裁
判
所
の
怒
り
を
生
じ
さ
せ
る
よ
う
な
任
務
懈
怠
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
す
る
。

（
67
）Ibid.

（
68
）Ernst &

 Ernst v. H
ochfekder, 425 U

.S. 185 (1976); A
aron v. SEC, 446 U

.S. 680 (1980).

（
69
）216 F.3d 300 (2000).

（
70
）Sale, supra note (6), at 491-492.

（
71
）See, Jam

es H
am

ilton and T
ed T

rautm
ann, R

esponsibilities of C
orporate O

fficers and D
irectors under F

ederal 
Securities Law

 (Chicago, 2004), at 71; M
arc I. Steinberg, U

nderstanding Securities Law
 (LexisN

exis, 4th ed., 2007), at 229-
230; Stephen M

. Banibridge, Corporate Law
 (Foundation Press 2nd. ed., 2009), at 286.　

な
お
、
無
謀
（reckless

）
が
証
明
さ
れ

れ
ば
、
故
意
（scienter

）
の
要
件
を
満
た
す
と
の
立
場
は
、
一
九
九
五
年
私
的
証
券
訴
訟
改
革
法
（PSLRA

）
に
よ
り
承
認
さ
れ
た
。

（
72
）Steinberg, supra note (71), at 230; See, e.g. In re Ikon O

ffi
ce Solutions, Inc. Securities Litigation, 277 F.3d 658 (2002).

（
73
）
不
誠
実
と
無
謀
の
差
異
に
つ
い
て
、
不
誠
実
は
主
観
的
状
態
が
問
題
と
な
る
が
、
一
方
で
、
無
謀
は
重
過
失
の
あ
る
行
為
の
よ
り
大
き
な
分

類
の
一
部
で
あ
る
と
捉
え
、
定
義
上
、
不
誠
実
な
動
機
が
な
い
行
為
を
指
し
て
い
る
点
で
異
な
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。M

atthew
 R. Berry, 

D
oes D

elaw
are’s Section 102 (b) (7) Protect R

eckless D
irectors from

 Personal Liability? O
nly If D

elaw
are Courts A

ct in 
G

ood Faith, 79 W
ash. L. Rev. 1125 (2004), at 1144, 1147.

（
74
）D

avid Rosenberg, M
aking Sense of G

ood Faith in D
elaw

are Corporate Fiduciary Law
: A

 Contractarian A
pproach, 29 

D
el. Corp. L. 491 (2004), at 509.

（
75
）C
laire A

. H
ill and B

rett H
. M

cD
onnell, D

isney, G
ood Faith, and Structual B

ias, available at http://ssrn.com
/

abstract=
1030370 (2007), at 855.

（
76
）
構
造
的
バ
イ
ア
ス
と
は
、
以
下
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
。
一
般
に
多
く
の
取
締
役
は
役
員
と
同
様
の
社
会
的
グ
ル
ー
プ
に
属
し
、
そ
の
取
締



企業不祥事と取締役の民事責任（３）

北法61（5・49）1725

役
自
身
は
他
の
会
社
の
元
役
員
で
あ
っ
た
り
、
元
弁
護
士
で
あ
っ
た
り
、
元
銀
行
員
で
あ
っ
た
り
し
て
、
取
締
役
は
従
業
員
や
消
費
者
や
株
主

で
は
な
く
、自
然
と
役
員
等
の
目
線
で
物
事
を
考
え
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
と
し
、そ
う
す
る
と
、そ
も
そ
も
経
営
判
断
を
す
る
に
当
た
っ
て
、

バ
イ
ア
ス
が
存
在
し
、
取
締
役
会
の
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
を
指
す
。
例
え
ば
、
役
員
報
酬
の
決
定
の
場
合
や
企
業
買

収
の
事
案
で
問
題
に
な
る
と
さ
れ
る
。

（
77
）
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
誠
実
義
務
概
念
は
未
だ
不
明
確
で
現
実
的
に
ガ
イ
ダ
ン
ス
的
な
役
割
を
果
た
さ
な
い
と
い
う
こ
と
も
指
摘
す
る
。

Claire A
. H

ill and Brett H
. M

cD
onnell, Stone v. R

itter and the E
xpanding D

uty of Loyalty, available at http://ssrn.com
/

abstract=
1008930 (2007), at 5.

（
78
）Id. at 11.

（
79
）Id. at 17.

（
80
）Bainbridge, Lopez and O

klan, supra note (19), at 591.

（
81
）H

ansell, A
ustin and W

ilcox, supra note (20), at 396.　

確
か
に
、
忠
実
義
務
の
定
義
に
つ
い
て
、
一
般
的
な
教
科
書
に
お
い
て
も

「
忠
実
義
務
は
会
社
の
取
締
役
、
役
員
又
は
支
配
株
主
に
対
し
て
、
誠
実
に
、
会
社
の
利
益
を
促
進
し
て
、
会
社
の
管
理
又
は
財
産
（
情
報
を

含
む
）
に
対
す
る
権
限
を
行
使
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
」
と
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。W

illiam
 T

. A
llen, Reinier K

raakm
an and Guhan 

Subram
anian, Com

m
entaries and Cases on the Law

 of Business O
rganization (A

spen Publishers, 3rd. ed., 2009), at 295.

（
82
）5 A

.2d 503 (D
el.1939).

（
83
）
な
お
、
本
件
で
は
、
取
締
役
は
信
託
上
の
受
託
者
で
は
な
い
が
、
会
社
と
そ
の
株
主
と
信
認
関
係
に
立
っ
て
い
る
と
し
、
信
認
関
係
か
ら
、

取
締
役
は
慎
重
に
義
務
を
履
行
し
、
積
極
的
に
会
社
の
利
益
を
保
護
す
る
だ
け
で
な
く
、
会
社
を
害
す
る
い
か
な
る
行
為
も
止
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
し
た
。See, Lubben and D

arnell, supra note (13), at 598.

（
84
）380 A

.2d 969 (D
el.1977).

（
85
）H

ansell, A
ustin and W

ilcox, supra note (20), at 396.

（
86
）Rosenberg, supra note (74), at 510.

（
87
）Id. at 512.

（
88
）Id. at 513.
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加
え
て
、Reed and N

eiderm
an

が
依
拠
す
るBalotti and Finkelstein

も
、
取
締
役
の
義
務
放
棄
（abdication

）
に
関

し
て
、
無
謀
さ
が
不
誠
実
性
を
構
成
し
て
い
る
と
指
摘
す
る
。R. Flanklin Balotti and Jesse A

. Finkelstein, T
he D

elaw
are Law

 of 
Corporations and Business O

rganizations (N
ew

 Y
ork : Law

 &
 Business, Inc., 2004), at §

4.29.
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otta H
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ontext of D
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th Jr., supra note (106), at 694.
（
109
）Bainbridge, supra note (71), at 161.

（
110
）See also, Bordonaro, supra note (28), at 1139.

（
111
）Bainbridge, supra note (71), at 162.　

し
か
し
な
が
ら
、
一
方
で
、
取
締
役
の
信
認
義
務
は
広
義
の
忠
実
義
務
で
あ
っ
て
、
そ
の
義
務

の
中
に
、
注
意
義
務
・
狭
義
の
忠
実
義
務
・
誠
実
義
務
と
い
う
三
つ
の
義
務
が
包
摂
さ
れ
る
と
捉
え
、
よ
り
具
体
的
に
い
え
ば
、
取
締
役
や

役
員
は
会
社
に
対
し
て
、
唯
一
忠
実
義
務
の
み
を
負
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
注
意
義
務
・
狭
義
の
忠
実
義
務
・
誠
実
義
務
は
そ
の
広
義

の
忠
実
義
務
の
別
々
の
側
面
を
い
っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
と
捉
え
る
見
解
か
ら
は
、Stone v. Ritter

事
件
判
決
は
支
持
さ
れ
る
。H

ill and 
M

cD
onnell, supra note (75), at 855; H

ill and M
cD

onnell, supra note (77), at 1, 11. 

（
112
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（
113
）Ibid.　

こ
の
問
題
に
対
し
て
は
、
既
に
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
最
高
裁
判
所
は
、W

einberger v. U
O

P, Inc., 457 A
.2d 701 (D

el.1983)

事
件
判

決
で
「
適
切
で
あ
る
も
の
と
し
て
、
衡
平
で
金
銭
的
な
法
的
救
済
と
い
う
形
式
」
を
認
め
て
い
る
と
し
て
、
利
得
の
剥
奪
以
外
の
法
的
救
済
を

認
め
て
い
る
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。H

ill and M
cD

onnell, supra note (77), at 20.

（
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）Ibid., See, In re J.P. Stevens &

 Co. Shareholder Litigation, 542 A
.2d 770 (D

el.Ch.1988).

（
115
）Bainbridge, supra note (71), at 163.　

こ
の
問
題
に
対
し
て
は
、
第
一
に
、
忠
実
義
務
類
型
に
組
み
込
む
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、

因
果
関
係
概
念
を
持
ち
込
ま
ず
に
済
む
と
い
う
こ
と
を
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ
も
そ
も
因
果
関
係
概
念
を
忠
実
義
務
に
持
ち
込
む
こ
と
自
体
が

否
定
さ
れ
て
い
る
。
第
二
に
、
そ
も
そ
も
注
意
義
務
の
事
案
で
あ
っ
て
も
、
因
果
関
係
を
責
任
を
認
め
る
た
め
の
要
件
と
し
て
考
え
て
い
な
い

事
案
も
存
在
す
る
の
で
あ
っ
て
（Cede v. T

echnicolor, 634 A
.2d 345 (D

el.1993)

）、
忠
実
義
務
が
問
題
と
な
る
事
案
で
あ
っ
て
も
因
果
関

係
は
不
要
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。Griffi

th Jr., supra note (106), at 687.  

し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
に
対
し
て
は
、
そ
も
そ
もCede 

v. T
echnicoler

事
件
判
決
が
既
に
論
理
的
で
は
な
い
と
も
反
論
さ
れ
て
い
る
。Bainbridge, Lopez and O

klan, supra note (19), at 586-
588; Bainbridge, supra note (71), at 127-128.

（
116
）Bainbridge, Lopez and O

klan, supra note (19), at 582, 585-586; Bainbridge, supra note (71), at 165; 

ま
た
、
一
般
的
な
会
社
法

の
教
科
書
に
お
け
るCarem

ark

事
件
判
決
の
説
明
で
も
「
取
締
役
は
従
業
員
の
不
正
行
為
か
ら
会
社
の
利
益
を
守
る
た
め
の
手
続
を
構
築
す

る
と
い
う
誠
実
な
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
信
頼
で
き
る
情
報
報
告
シ
ス
テ
ム
を
継
続
的
又
は
組
織
的
に
確
保
し
な
い
こ
と
は
注
意
義
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務
違
反
を
構
成
す
る
」
と
記
述
さ
れ
る
。Robert W

. H
am

ilton, T
he Law

 of Corporations (W
est Group, 5th. ed., 2000), at 449.

（
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）Stephen M

. Bainbridge, Stone v. R
itter: D

irectors Carem
ark O

versight D
uties, available at http://professorbainbridge.

com
/professorbainbridgecom

/2007/01/stone-v-ritter-directors-carem
ark-oversight-duties.htm

l (01/03/2007); See, Stephen 
M

. Banibridge, Corporation Law
 and Econom

ics (Foundation Press, 2002), at 296.

（
118
）
本
稿
は
主
と
し
て
取
締
役
の
誠
実
義
務
に
つ
い
て
論
じ
た
が
、
他
方
で
、
役
員
（offi

cer

）
の
誠
実
性
・
誠
実
義
務
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う

に
考
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
、
以
下
の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
役
員
も
又
会
社
に
対
し
て
誠
実
に
行
動
す
る

義
務
を
負
い
、こ
の
こ
と
は
、役
員
は
正
直
な
目
的
（honest purpose

）
を
も
っ
て
行
動
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
、

こ
の
こ
と
は
役
員
の
責
任
を
故
意
に
放
棄
し
て
は
な
ら
ず
、
ま
た
は
意
図
的
に
法
令
に
違
反
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
も
意
味
す
る
の
で

あ
る
。
ま
た
、
会
社
に
対
し
て
忠
実
義
務
や
誠
実
義
務
を
負
う
こ
と
に
加
え
、
役
員
は
相
当
な
注
意
を
も
っ
て
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

役
員
は
自
ら
の
責
務
を
履
行
す
る
に
当
た
り
特
別
な
技
術
や
知
識
を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
役
員
は
取
締
役
会
又
は
自
ら
が
報
告
を
上
げ

る
上
級
の
役
員
か
ら
の
指
示
又
は
そ
の
他
の
指
図
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。Lym

an Johnson, H
aving the Fiduciary 

D
uty T

alk: M
odel A

dvice for Corporate O
ffi

cers (and O
ther Senior A

gents), 63 Bus. Law
. 147 (2007), at 154.

（
119
）V

easey and D
iGuglielm

o, supra note (18), at 1453-1454.

（
120
）Sale, supra note (6), at 495.

（
121
）Reed and N

eiderm
an, supra note (9), at 140.　

結
局
、
経
営
判
断
原
則
や
取
締
役
の
免
責
条
項
に
よ
り
、
信
認
義
務
に
よ
る
取
締
役
の

規
律
づ
け
が
上
手
く
機
能
せ
ず
、
他
方
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
に
お
け
る
企
業
不
祥
事
の
続
発
に
伴
っ
て
、
取
締
役
の
責
任
を
厳
格
に
し
た
と
考

え
ら
れ
る
。
も
し
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
法
を
取
締
役
へ
の
権
威
（authority

）
と
責
任
（liability

）
の
緊
張
関
係
で
捉

え
る
と
す
る
な
ら
ば
、近
時
は
、取
締
役
の
責
任
を
重
視
す
る
傾
向
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
点
、従
来
か
ら
効
率
的
な
業
務
執
行
の
決
定
は
、

取
締
役
が
後
知
恵
的
な
司
法
審
査
な
し
に
自
由
に
な
し
得
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
裁
判
所
の
司
法
審
査
は
抑
制
さ
れ
、

よ
り
典
型
的
に
は
経
営
判
断
原
則
を
発
動
し
て
き
た
。
こ
れ
は
裁
判
所
は
必
ず
し
も
取
締
役
よ
り
も
情
報
を
持
っ
て
い
な
い
た
め
、
判
断
を
下

す
に
は
能
力
が
足
り
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
取
締
役
の
信
頼
の
拡
大
は
広
範
な
義
務
も
生
み
出
し
、
市
場
で
は
自
己
取
引
を
抑
止
で
き

な
い
か
ら
、
裁
判
所
は
忠
実
義
務
違
反
へ
の
審
査
に
つ
い
て
は
積
極
的
に
介
入
し
て
き
た
。
そ
こ
で
、
自
己
取
引
の
場
合
を
除
い
て
は
介
入
し

て
こ
な
か
っ
た
が
、
誠
実
性
・
誠
実
義
務
の
重
視
に
よ
っ
て
、
責
任
重
視
へ
と
傾
い
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。Bainbridge, Lopez and 
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O
klan, supra note (19), at 567-572.

（
122
）Bruner, supra note (8), at 1176-1177.

（
123
）H

ill and M
cD

onnell, supra note (77), at 19.

（
124
）See, Bordonaro, supra note (28), at 1142.

〔
付
記
〕

　

本
稿
は
北
海
道
大
学
審
査
博
士
（
法
学
）
学
位
論
文
〔
二
〇
一
〇
年
三
月
二
五
日
授
与
）「
企
業
不
祥
事
と
取
締
役
の
民
事
責
任
―
法
令
遵
守

体
制
構
築
義
務
を
中
心
に
」
に
補
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
本
稿
は
、
平
成
二
二
年
度
―
平
成
二
五
年
度
科
学
研
究
費
若
手
研
究
（
Ｂ
）

二
二
七
三
〇
〇
九
〇
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。


